7 ニユアルのほいかた 


广 まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

\ J 


セットアップガイド- 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
■電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

• U カバ U (再セットアップ） 

•デイ I 」ーケアとアフターケアなど 


广 取扱説明書- S 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモ U の取り付け/取りはずし 
•パ'ッテ U パックの交換 
•システム環境の変更とはなど 

V_ J 


广 オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

画面で見るマニュアル『セッ ト アップガイド』 

•パソコンを買い替えたとき 
•パソコンの基本操作 
• ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
•パ'ッテ U で使ラ方法 
• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 など 

\_/ 


广困つたとごわ- V 

* 個人-家庭向けモデルのみ 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

画面で見るマニュアル『セッ ト アップガイド』 

* Q&A 集 
•用語集 

\_/ 

^リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのま意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに-匿 a uu — ス 情報に ついて」 

\_ J 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになった後は、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ 9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

困ったとさはへの参照の場合…《》 


* 1重傷とは、失おやけび、やけど（高温-低温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステムの S ) をおします。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ™ Business を示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について「2章0 CD や DVD を使う」 


ドライブ内蔵モデル 

DVD スーパーマルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007びプレインス I ルされているモデルを示します。 

OneNote 搭載モデル 

Microsoft ® Office OneNote ® 2007びプレインス I -- ルされているモデルを示します。 


PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007びプレインス I -- ルされているモデルをおします。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルを示します。 

個人-家庭向けモデル 

別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「個人-家庭向 
けモデル」と記載されているモデルを示します。 

企業向けモデル 

別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』に「企業向けモデ 
ル」と記載されているモデルを示します。 

ご購入のモデルのシ U - ズ名、モデル名、仕様については、別紙の 『dynabook * * * * ( お 
使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• ァプリ ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書では、コント□-ルパネルの操作方法について「コント□-ルパネルホーム」に設定して 
し、ることを前提に記載しています。「クラシック表示」になっている場合は、「コント□-ル 
ノ（ネルホーム」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

コント □- ルバネルホームとクラシック表示 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 


¢1 Trademarks 

• IVIi 巳 「 osoft 、 Windows 、 Windows Media、Windows Vista 、 Ex 巳 el 、 OneNote 、 


Outlook は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

•し LINK 、 し LINK □ゴは商標です。 

• Confi 旨 Free は、株式会社東芝の商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国な日びに他の国における商標な日びに登録商標です。 

• InterVideo 、 WinDVD は InterVideo Incorporated の登録商標または商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• 邑00スティックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 


インテル Centrino Duo プ □セ ッサー • テクノロジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino Duo プ□セッサー-テク 
ノ □ジー搭載と呼びます。 

• インテル® Core 2 Duo プロセッサー 

• モバイルインテル® 94已 Express チップセット-フアミ U — 

• インテル® PRO/Wireless 3目4已 ABG ネツトワーク-コネクシヨン-フアミ U - 
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la プ□七ッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのような条件によって違しが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 
* インテル Core 吕 Duo プ□セ ッサーを 搭載したモデルのみ 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 日4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

この他の使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC あんしんサポート 0] 20-97-1 048にお問い合わせください。 
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MM 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行うことびできます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲愈ネットワーク上での配信などを行うと、惜作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使巧して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


■1 遅リリ—ス情巧について 


ruu —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ツクする 


MM 巧い終わつたとを 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る『セツトアップガイド』 


10 










•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更•削除•追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• モデルによっては 、 Windows Aero 機能は、ご購入時の状態ではオフに設定されています。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められたを件じ(がで、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなどの 
理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完璧な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障書、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、 r 東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。 r 東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。付属 

の『お客様登録力ード』または弊社ホームページで登録できます。 

mm 詳細について r 付録0お客様登録の手続き」 
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m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表おされた場合は、そのメッセージをミ主意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
し、。 
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巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」やシステムやアプリケーションを購入時のげ態に復元するための 
リカバリディスクを作成する方法について説明します。 


1前のパソコンのデータを移巧する 


- PC 引越ナビ- . 14 

2リカバリディスクを作る . 20 







M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越 ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

I パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

♦システム *1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2日日日/ Wind 日 ws XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*] マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explored のバージヨンが「日 SP 1 J 上であることを確認してください。それ外のバージヨンの 
場をは、「日 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE --- Mic 「 曰 soft ® Windows ® 98 Second Edition operatin 畳 system 日本言吾版 
Windows Me --. Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system 日本言吾版 
Windows 2日日〇… Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home -.- Micros 曰 ft ® Wind 曰 ws ® XP Home Edition 曰 peratin 呂 system 日本言吾版 
Windows XP P 「 日 fessinal .-. Micros 曰 ft ® Windows ® XP Professional operatin 呂 system 日本言吾版 




前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


■使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を還んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 
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使 3 は！：^める前に 




I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


本製品で使用できるメディアについては、『いろいろな機能を使おう』で確認してください。 
前のパソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
マットしておいてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

圓巧巧で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、なのちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フイールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

巧期状態で登録されているメインユーヴの; 欠のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

* rMicrosoft Outlook ] は Office 搭載モデルにのみ付属およびインス!ルされています。 Office び搭載 
されていないモデルの場合、じ(前にご使用されていたバソコンになをされている 「Microsoft Outlook 」 

のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 「Microsoft Outlook 」 を 
本製品にインス I ''ールする必要びあります。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルールの utlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vis ねじ1外では[マイドキュメント])フォルダに保巧されて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 



使いはじめる前に 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


^: 


移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の駐細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面でお語し 
て < ださい。 

[ PC 引越ナビ機能選択]画面で [ PC 弓陋ナビを初めて 
使ラちは、こちらを還択してください 。]をクリックする 
と、2ページ目に表示されます。 

巧りたい項目のアイコンをクリックしてください。 


q PC3lB サヒ Verio 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


ミち意制限事頃を確認する 


なの手順で、 「 PC 引越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

口 C 弓越しナビ」は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。インス! -- ル方法は 
「本節■■インス I -ール方法」を参照してください。 

V デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

Q 画面下の？をクリックする 
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使3は！：^める前に 


「 PC 弓陋ナビ」のヘルプび表示されます。 

目;欠で[ミ主意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 




























































_11 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 

操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 CD/DVD USB メモ U 




ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 



「こん包プ□グラム」を コピーす る 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 




コピー 


USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



前のバソコン 


USB メモ U 




夕乍成 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 


コピー 



USB メモ U 


r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 




USB メモ U 




































前のパソコンのデータを移行する - PC 弓陋ナビ- 


■■インストール方ま 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!-ールされていません。 

なの手順でインス I ールしてください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーシヨン 
の再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 
Q [まちユーティリティ]タブをクリックする 

B 画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」のセット 
アップ]をクリックする 

f 画面の指示に従ってインス I — ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 

B 起動方法 

デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナビ]をクリック 
して起動することちできます。 

[同意する]をチェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

使巧許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 


の 

，⑨ 

ミ主意事項び表示されます。内容を確認し、 [0 ロボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


I 説明画面について _ 

■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
民りま-9 〇 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま-9 〇 


ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



使いはじめる前に 
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* リカバリ DVD - ROM が付属しているモデル、または個人•家庭向けモデルでドライブが内蔵 
されていないモデルでは、本機能を使用でさません。 

本製品には、モデルによって、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための 
U カバ U (再セットアップ）ツールび内蔵されています。 「 TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator 」 を使って U カバ U ディスクを作成し、あ日かじめ、 U カバ U ツールのバックアップ 
をとってお<ことをおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクか日 U カバ U できない場合でも、 U カバリ ディスクか日 U 
カバ I 」をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクか日 U カバ U び行えない場合は、修理び必要 
になる可能性びあります。購入店、または保守サービスに相談してください。 



「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では、なのメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 

リカバリディスクの場合 

• DVD-R • DVD-RW 

• DVD+R • DVD+RW 

あらかじめバックアップ用のメディアを用意してください。 [ TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

メディアに〕いて/メディアの使用推奨メ-力 — 

* 使用できるメディアについて、「付録已メディアについて」を確認してください。 

•推奨するメーカのメディアを使用してください。 

•書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

• 規格に準拠したメディアを使用してください。 


リカバリディスクの作成にあたって = 

* リカパ ' U ディスクを作成ずるには、下記州こちお願い事項びありまず。 

「付録 Q-ES CD / DVD にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してください。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] を使ってリカバ U ディスクなどを作成するときは、他 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

リカバリツールのリカバリディスクを作成するには、政降の説明を参照してください。 



2 I リカバリディスクを巧る 



使いはじめる前に 
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QU カバリディスクを作る 


mm インストール方法 

* 企業向けモデルのみ 

企業向けモデルでは、 「 TOSH 旧 A Recovery Disc creator 」 び、購入時の状態ではインス 
I ールされていません。なの手順でインス I -ールしてください。 


I 


[スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨン 
の再インス!ル]をクリックする 


[セットアップ画面へ]をクリックする 
Q [アプリケーション]タブをクリックする 


画面左側の[リカバリディスク作成ツール]をクリックし、 [ r リカバリ 
ディスク作成ツール」のセットアップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 



使いはじめる前に 
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QU カバ U ディスクを作る 


B 起動方法 

ドライブび内蔵されていないモデルの場合、あ日かじめ CD / DVD ドライブをパソコン本体に 
接続しておいて < ださい。 

接続方法 『 CD / DVD ドライブに付属の取扱説明書』 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
ディスク作成ツー J レ]をクリックする 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 び起動します。 


[リカバリ 


で TOSHIBA Recovery Disc Creator 


© 


おほし 1 の：乂ュー如りードディスク上Iコ3、リれのイメージが巧巧されていま 
す。 TOSH 3A Recovery Disc Creator ぞ巧って、このイメ—ジり、かれ iUCD や 
DV 巧化，することびできます。 



巧$6 


W 下のブランクディスクび必窒です。 
DVD 2巧 

現をのディスク 


を巧の追挂 


图比巧 


巧巧」キャンたル 


タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するディス 
クの一覧び表示されます。 

ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
選択することびでさます。 


(表示例） 


「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


リカバリディスクを作がずる 

[タイトル]で作成するディスクをチェックする （ 


チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

メディアをセットする 

CD / DVD のセットに章 H - 因 CD / DVD を使うとき（セット)」 

[作成]ボタンをクリックする 

DVD メディアの場合は、 n 」 カバ UDVD ] を作成します。」と表おされます。 



使いはじめる前に 
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QU カバリディスクを作る 


[ OK ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進が状況び表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び終了すると、メディアび自動的に出てきます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 

メッセージを確認し、にのボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ U ディスクなど）と番号びわか 
るよラに、ディスクに目印をつけてください。例えば、 「 XXXXXX ディスク XX 」と 
いラよラに、レーベル面にフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U をすると 
き、この番号通りにディスクを使用しないと、正しく U カバ U されません。必ずデイ 
スク番号びわかるよラにして保管して<ださい。 


[閉じる]ボタン（^)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする操作手順については、『セットアップガイド』を 
参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 のお問い合わせ巧 
『取扱説明書 付録 □ お問い合わせ 先』 
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■ パソコンの昼本操作を覚えよ 3 

このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 26 

2パソコンの使用を中断する . 29 

3タッチパッド . 32 

4キーボード . 36 

已八ードディスクドライブ . 43 

6 CD や DVD を使ラードライブー . 47 

7画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 已3 

8サウンド . 已4 

9 SD メモリカードを使う 
-SD 力ードス□ッ I . 
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電源を入れるとを 


U メッセージび表示された場合 

電源を入れたときにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ューザパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 


Password 


設定したユーヴパスワードまたはスーパーパ'イヴパスワードを入力し、 | fA /7 r /?| キーを巧し 
てください。 

分メモ 

•購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

•「指紋認証ユーティ U ティ」で Pre -0 S 指紋認証機能を有効にし、指紋を登録すると、パスワードを設 
定している場合に表おされる 「 Password =」 というメッセージの代わりに、指紋認証を行う画面び表 
示されます。指紋認証を行ラと、 Pre - OS 指紋認証機能によってパスワードの認証び行われまず。 


認証を已回失敗ずるか、一定時間び経過する、または I SACKSMCfl キーを押すと、 「 Password =」び 
表示されます。 

指紋認証について詳し<は、「7章 D 指紋認証を使ラ」または指紋認証ユーティ1」ティのヘルプを参 
照してください。 

I 「まちバスワードユーティ I 」ティ」の[スーバーバイヴパスワード]タブで、[ユーヴポ U シーの設定] 
画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制する]をチェックずると、次のように設をされます。 

-ユーヴパスワードび登録されていない場合 

設定後の]回目の起動時に 、 「New Passwo 「 d =」 と表示されます。ユーヴパスワードの登録を行つ 
て < ださい。 

-ユーヴパスワードび登録されている場合 

設定後の起動時の 「 Passworcl =」 で、ユーヴパスワードを初めて入力したときに 、 「New Passwo 「 d =」 
と表示されます。新しいユーヴパスワードに変更してください。 

「Verify Passworcl =」 に 「New Password :」 で入力したパスワードをもう一度入力すると 、ユー 
ヴパスワードが登録/変更されます。 

スーパーパ'イヴパスワードについて詳しくは、口章 0- 巧]スーバーバイヴパスワード」を参照して 
<ださい。 

バスワードについて「7章0バスワードセキュリティ」 
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I ■電源を入れるとさ 


• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると;夕のメッセージび表示されます。 


HDD Password = 


設定した HDD パスワードを入力し、 f / VK /? キーを巧してください。 


ぶ-ゴメモ _ 

•パスワードの入力-スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 

•パスワードと HDD パスワードの両方を設をしてある場合は、バスワードー HDD パスワードの順に認証 
びホめられまず。 

ただし、パスワードと HDD パスワードび同一の文字列の場合は、パスワードの認証終了後、 HDD パス 
ワードの認証は省略されまず。 

パスワードについて「7章0バスワードセキュ1」テイ」 


■ その他のメッセージが表示される場合 

個人-家庭向けモデルの場合、不明なメッセージについては、《困ったとさは》をご覧ください。 

B 起動ずるドライブを変更ずる場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブか b システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、なの方法で変更でさます。 
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■一時的に変更する 


電源を入れたとさに表示されるメニューから、起動するドライブを選択でさます。 



巧ろキーを巧しなび5電源スイッチを巧す 


アイコンの下に選択カーソルび表示されます。 



アイコンは左から、なの順に表示されます。 

HDD 一 CD - ROM ドライブー FDD または SD メモリカードりーネットワーク 
一 US 日フラッシュメモ U 

FDD または SD メモ U 力ード*1アイコンを選択すると、別売りのフ□ッピーディスク 
ドライブび接続されている場合、フ□ッピーディスクドライブび優先されます。 

キ1本機能には、 SDHC ；>< fU カードは対応しておりません。 


Q 起動したいドライブを因または H キーで選択し、胃固キーを押す 


■あ5かじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 

設定の変更「ま忌 HW セットアップ」のヘルプ 

27 



















I ■電源を入れるとさ 


■ 東忌 SD メモリ つー トユーティリティの起動ち法 

SD カードス□ツトに SD メモリカードをセツトする 

に章□-回-■■セツトずる」 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 

一[ユーティリティ] 一 [ SD メモリブートユーティリティ]をクリツ 
クする 

[東芝 SD メモ U ブートユーティ U ティ]画面び表示されます。ヘルプを参照し、起重力 
ディスクを作成してください。 

■ 東芝 SD メモリ つ '-トユーティリティのヘルプの起動ち法 

H r ま芝 SD メモリブートユーティリテイ」を起動後、[ヘルプ]ボタン 
をクリックする 


SD メモリカードか6起動する 


r 東芝 SD メモ U ブートユーティ U ティ」では、 SD メモ U 力ードで起動ディスクを作成するこ 
とびでさます。 

詳細については、 r 東芝 SD メモ U ブートユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 



^ メモ 


本機能には、 SDHC >< fU カードは対応しておりません。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 












パソコンのほ用を中巧ずる 


パソコンの使用を一時的に中断したいとき、ス U —プまたは休止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
した時の状態び再現されます。 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 



操作にあたって 


中断ずる前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書を込み途中のデータびある状態でスリープまたは休止状態を実行したとさ、データび正しく書 
を込まれないことびあります。メディアを取り出しでをる状態になっていれば書を込みは終了し 
ています。 

中断したとさは 

•スリープ中に!;(下のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、システムび起動しな 
いことびあります。 

. ス U - プ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
-ス U - プ中にバッテ U 包まずすこと 

また、ス1」ープ中にバッテ1」残量び減少した場合も同様に、次回起動時にシステムび起動しない 
ことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已砂間押していったん電源を切った後、再度電源 
を入れてください。この場合、ス1」ープ前の状態は保持できていません （ Windows エラー回復 
処理で起動しまず)。 

• ス U —プ中や休止状態では、バッテ U や増設メモ U の取り付け/取りはずしは行わないでくださ 
しん保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止状態を利用しないとをは、データを保存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 
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0 パソコンの使用を中断する 


gf) ス u — プ 
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作業を中断したときの状態をメモ U に保をする機能です。次に電源スイッチを巧すと、状態を 
再現することびできます。 

ス U - プはすばやく巧態び再現されますび、バッテ U を消耗します。作業を中断している間にバッ 
テ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プではそれまでの作業内容は消失します。 
AC アダプタを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数曰！;(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を 
切ってください。 

反 f メモ 

• 17の+を引キーを押して、スリープにすることをでさます。 


日]休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保をします。次に電源を入れると、 
状態を再現でさます。 

なお数日 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態ではなく、必ず電源を 
切ってください。 


mm 休止が態の実巧方法 



[スタート]ボタン （©) をクリックし①、@にポインタをあわせる② 




表示されたメニューか5 [休止状態]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、0をク U ックしてください。 



Power LED び点打中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 


拉メモ _ 

•1 MI + 臣济キーを押して、体止状態にすることをできます。 


30 
































且パソコンの使用を中断する 


团 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U- プ/休止状態にすることびできます。 

n パソコン本体の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 H 

[スタート]ボタン（巧い一[コント □ —ルパネル]をクリックする 

[# モバイルコンピュータ]をクリックする 

r # 電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

[電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態] 
[シャットダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 


a ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

且 [ ♦モバィルコンピュ-夕;！をクリックする 

Q ['■よコンピュータを閉じるときの動作の変更]をクリックする 

[カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

[ス U- プ状態][休止巧態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

分メモ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U - プ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行ずる機能を、パネルスイッチ機能といいます。 
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電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしなび日 
パソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ちボ 
タンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 
ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 

1タッチパッドの操作にあたって II 


あらかじめ「付録 D -^ ■-タッチバッドの操作にあたって」をお認してください。 


パソ n ンの基本操作 














El タッチパッド 


U タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、なのよラな基本的な操作びできます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブ J レク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか5指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 




/U 



;1 



岡 

- —- 
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ツチパツドのほ用損境を設定する 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 

■■ [マウスのプロパティ]の起動方法 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□—ルパネル]をクリックする 

[巧 マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 


▼ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


お 










日広張機能の設定]画面び表示されます。 


タツナ八ツト_ 

各タブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

各機能の設定については、じ(降の説明を参照してください。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 
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El タッチパッド 


[タッチパッド]タブまたは[その他]タブで各項目を設定する 

各項目にポインタを合わせると、画面下部の[説明]欄に詳細び表示されます。 



^ V 3 役立ご操作集- S 

タッチパッドを無効/有効にするには 

キー操作でタッチバッドによる操作を無効にしたり、ち効にしたりすることびできます。 

キーを押すごとに、タッチパッドの無効/有効び切り替わります。 

17^+作リキーでタッチパ'ッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから手を離してから 
行ってください。 

1円\/1+作リキーでタッチバッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動さび数砂不安定になることび 
あります。そのよラな場合は、1度タッチパッドから手を離してくださし、しばらくすると、正常に操 
作でをるようになります。 
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4 I キーボード 





CAPS 

LOCK 




特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 























































-Arrrow Mode LED 

I — Numeric Mode LED 




-PRTSC ( プ U ントスク U- ン） 

く SYSRQ ( システム U クエスト)>キー 

- PAUSE ( ポ ー； 0<BREAK ( ブレーク ): 


INS (イン ヴー ト)キー 

文字の入カモードを} 
きに切り替えるときブ 

DEL (デリート)キー 

文字を削除するとさブ 

BACKSPACE 
( バックスぺース ) キ - 

EN 下 ER ( エンター)キ 

作業を実行するとさブ 

’ 才一 J くレイキー 
SHIFT (シフト)キー 
' 矢印キー 

カーソル 移動などに イ 
また、 FN (エフエヌ 
組み合わせにより、申 
実行するとさに使ラ 



合 SHIFT 



CTRL (コント□-ル)キー 


アプ IJ ケ—シヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンや、マウスのちボタンを巧す 
ことと同じ動作を巧いたいとさに使ラ 


ALT (オルト)キー 
—— カナ / かな < □-マ字 > キー 
•変換キー 
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□ キーボード 


2 


—ポードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の状態に 
よって変わります。 


左上- 


左下 


前面左- 


'HOME 


n 

y 

ゃ 

[7 

を 


ち上 


ち下 


前面も 


左上 

ISW / Tl キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファべットの大文字び入力でさます。 

左下 

他のキーは使わず、そのまま巧すと、数字やアルファベットのル文字び入力できます。 
大文字□ック状態にすると、大文字ち入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態でキーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、蝴音（ルさい「や、ゅ、よ」）び入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

前面左 

ア□一状態のときに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面ち 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 


FTOSHIBA Flash CardsJ について 


「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 は、マウス操作で簡単にホットキー機能の実行や東芝製のユー 
ティ U ティを起動することびできるユーティ U ティです。 

デスクトップ上にカードのよラに表示されるアイコンを選択し、それぞれのカードに割り当て 
られている機能を設定-実行することびでさます。 


I 操作ち法 


ポインタをデスクトップ画面の上の方へ移動ずる 

なのように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示されます。 



读示例） 
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パソミ S 本操作養えよラ 























□ キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインタを合わせる 

ポインタを合わせると、アイコンび大きくなります。 

設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 

各力ードに割り当て日れている機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■マウス操作でのカードの表示をやめる 

ポインタをデスクトップ上部に合わせても [TOSHIBA Flash Cards ] び表示されないように 
設定することちでさます。なの手順を行ってください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards の設定]をクリックする 

[マウスでも力ードの表示を開始する]のチェックをはずし①、にの 
ボタンをクリックする② 

•1 Flash Cards の贾定 iMKanjl 


□ TOSHIBA Flash Cards の巧巧 

力ードのミ示む是： @上化-: ©下が. 

f 图7クスでち力ードの表示を閱巧する I - (T) 

の一。り■巧で C い®去し’の巧旧 


图力ードをほかのウインドクの手前に表示する 


I バージ 3 ンI1力ードケースを閲く ！■ 


1キ P ン它ル 


■「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプの起動ち法 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ヘルスをクリックする 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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□ キーボード 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ 田のキーをほつた特巧機能キー 



キー 

内容 

[FNj + \ESC\ 

<スピーカの S ユート> 

1円 vl キーを押したまま、1 ESC 1キーを押すたびに内蔵スピーカや 
へッドホンの音量のミュート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[fn\+\space\ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

吊のキーを押したまま、信なな!キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

[fn] + [tab] 

<ドライブの電源オン/オフ機能> 

ドライブの電源を切る/入れることびでをます。 

圧因キーを押したまま、巧品!キーを巧すたびに、ドライブの電源 
を入れる/ディスクトレイを引き出す/ドライブの電源を切るのい 
ずれかを逞択でさます。 

圃+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピュータをワークステーシヨン□ック状態にします。 

解除ずるには、次の操作を行って<ださい。 

① □グオンするユーヴ名をク U ックずる 

② Windows のログオンバスワードを設定している場合は、パス 
ワード入力画面に Windows のログオンパスワードを入力 

し、1 f/VTTR 1キーを巧す 

圃+回 

く電源プつンの設定> 

阳の + r ^ キーを押ずと、設定されている電源プランび表示されま 
す。 

巧のキーを押したまま、丘司キーを押ずたびに電源プランび切り督 
ねります。 

圃+回 

<スリープ機能の実行> 

店因キーを押したまま、17リキーを押し直し、[スリースアイコン 
び大をい状態で指をはなずと、ス1」ープ機能び実行されます。 

圃+回 

<体止状態の実行> 

キ—を押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
び大きい状態で指をはなずと、休止状態び実行されます。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4章0外部ディスプレイの接続」 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

^キーを押したまま、^キーを押ずたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のアイコンで輝 
度の状態を確認でさまず。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

阳のキーを押したまま、1771キーを押ずたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ上びりまず。表示される画面のアイコンで輝 
度の状態を確認でをまず。 

画+回 

<無線 LAN ! オン/オフ機能> 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On にしている場合、 

巧のキーを押したまま、17リキーを押ずたびに使用する無線 LAN の 
オン/オフを切り替えます。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 




































□ キーボード 


キー 

内容 

圃+回 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にでさます。再び有効にするには、 

ちラ1度臣因+@キーを押します。 

詳細について 

「本章 B - 因 タッチ)い ドの使用環境を設定する」 

[fn\+\fio] 

<オーバレイ機能> 

キー前面左に印刷された、カーソル御御キーとして使用でさます 
(アロー状態)。ア□-状態を解除するには、もう1度 If / v 1+ 困 
キーを巧します。 

Arrow Mode LED が点灯します。 

[FN\+\Fn] 

<オーバレイ機能> 

キー前面ちに印刷された、数字などの文字を入力でをます（数字 
□ック状態)。数字□ック状態を解除するには、もう1度而/1+两71 
キーを押します。 

アプリケーションによっては異なる場合びあります。 

Numeric Mode LED び点灯します。 

[fN\+\F12] 

<スクロール□ック状態> 

-部のアプ U ケーションで、田田日日キーを画面スクロール 
として使用でさます。□ック状態を解除するには、もう1度网 
+ | fU | キーを押します。 

圃+田 

く PGUP (ぺージアップ）> 

一般的なアプリケーションで、圧を]キーを押したまま、 m キーを 
押すと、前のページに移動でをます。 

画+の 

く PGDN (ページダウン）> 

一般的なアプリケーションで、圧を]キーを押したまま、のキーを 
押すと、次のページに移動でをます。 

画+日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプリケーションで、向のキーを押したまま、円キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

画+日 

く END (エンドい 

一般的なアプリケーションで、向のキーを押したまま、问キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

画+囚 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、巧のキーを押したま 
ま、 Q ] キーを押すと、画面やアイコンなどび縮ルされます。 

画+回 

く拡大> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーションで、巧のキーを押したま 
ま、巧]キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されます。 


パソミ s 本操作を覚えよラ 
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□ キーボード 


^ V 35 役立ご操作集- S 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプリケーシヨンの 
画面やデスクトップ上のアイコンをあ大/縮ル表示できるアプ U ケーシヨンでず。 

• 起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

-► [Smooth View ] をクリックする 

• ヘルプの起動ち法 

① 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 を起動後、画面も上の[ヘルス （ LiJ ) ボタンをク U ックする 

② 画面上の巧りたい項目にポインタを置さ、ク I 」ックする 

• 使用ち法 

① [M] キーを巧したまま、 [71 キーまたは IT] キーを押す 

画面やアイコンなどを縮ルするとさは己]キー、化大するとさは巧]キーを押します。 

V _/ 


□ 特巧機能キ- 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

\ ctrl \+\ shift \+\ esc \ 

[Windows タスクマネージャ]画面び表示され 
ます。 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了を行い 
ます。 

画面コピー 

\ PRTSC \ 

現在表术中の画面をクリップボード 1 しコピーし 
ます。 

\ alt \+\ prtsc \ 

現在表术中のアク了ィブな画面をク U ップボー 
ドにコピーします。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

PC 力ードタイプ （TYPE □) や、 USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を 
増やすことびでさます。 


操作にあたって 


あらかじめ「付録 D - Ka - 操作にあたって」を ffi 認してください。 


ハ-ドディ スクドライブに関する表示 _ 

内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは、 Disk 日 LED び点灯します。 


(!) Q 0 D ((f) 


PC 力ードタイプや USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは 、 Disk 0 
に D は点打しません。 

八ー ドディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわらず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



5 I 八ードディスクドライブ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 八ードディスクドライブ 


E 

1 

まち HDD プ□テクシヨ 

ンにごいて 


r 東芝 HDD プ□テクシヨン」とは、パソコン本体に内蔵された加速度センサーにより振動•衝 
撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライブ）を損傷する危険性を軽減する機 
能です。 

パソコンの使巧状況に合わせ、検出レベルを設定でさます。 

パソコン本体の揺れを検知すると、次のメッセージび表示されます。 


ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
i 栗 
作 
を 
覚 
ス 
ぶ 
ラ 



メッセージを確認し、 [0 のボタンをク U ックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通ミ日領域の[東芝 HDD プ□テクシヨン]アイコン（国） 
び（致）に変わります。 


東芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
•その他のミ主意事項については、あらかじめ r 付録 D - K ■■まち HDD プロテクションの使用に 
あたって」を確認してください。 



封ィモ 

• 購入時の状態では、ま芝 HDD プ□テクションび ON に設定されています。 

•バソコン起動時、スリーブ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を 
切ったときには、まち HDD プロテクションは動作しません。パソコンに衝撃び加わらないようにごを 
意< ださい。 


44 



























0 八ードディスクドライブ 


東芝 HDD プ□テクシヨンでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することびで 
さます。 

n [スタート]ボタン（巧 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
I一 [ユーティリティ] 一 [HDD プ□テクシヨンの設定]をクリックする 

H [東芝 HDD プ□テクシヨン]画面び表示されます。 



ぶすメモ 3 D 表示 


• [ま芝 HDD プロテクション]画面で [3 D 表示]ボタンをク U ックすると、 [3 □表示]画面 
び表示され、パソコン本体の傾さや揺れに合わせて動く 3 D オブジェクトを画面上に表示し 
ます。振動を検出し、 HDD のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転び停止し、ヘッド退避び解除されると、回転び再開します。 

[3 D 表示]画面を終了ずる場合は、[閉じる]ボタンをク U ックしてください。 

• [3 D 表示]画面の 3 D オブジェクトは、パソコン本体に内蔵された八ードディスクを仮想的 
に表現したをのであり、八ードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動 
作、さ部品のサイズや形状、向さなどは実際のをのとは異なります。 

• [3 D 表示]画面を表示した状態で他の作業を行ったときに、 CPU やメモ U の使用率び高く 
なる場合びあるため、パソコンの動作び遅くなることびあります。 

各項目を設定する 

設定項目は、巧のとおりです。 

東芝 HDD プ□テクションを rON 」 に設定すると、電源 （ AC アダプタ）接続時と 

バッテ U 使用時でそれぞれ検出レベルを設定することびでさます。 

例えば、机上でパソコンを使ラ場合（電源接続中）にはレベルを上げておさ、手で 

持って使ラとさ（バッテ U で使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたびでさ 

ます。 
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設定方法 


パ本操作を覚えよラ 























0 八ードディスクドライブ 


HDD プ□テクシヨン 

東芝 HDD プ□テクシヨンの roN 」 または rOFF 」 を 
設定でさます。 

バツテ U で使用中 

roFF 」、 「レベル1」、「レベル2」、 r レベル3」のいずれ 
かを選択できます。 

r レベル3」び最も検出レベルび高いため、東芝 HDD プ 
□テクシヨンを有効に使用するには、「レベル3」をお 
すすめします。 

なお使用に応じてレベルを低く設定でさます。 *1 

電源接続中 


*1 バソコンを手に持って操作したり、不ま定な場所で操作した場合、頻繁に HDD プ□テクシヨン 
び動作し、バソコンの応答び遅れることびあります。バソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げてご使用することちでさます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ボタンをク U ックしてください。 

さ日に詳細な設定び必要な場合は手順0へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
□ へ進んで < ださい。 

[詳細設定]ボタンをクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

必要な項目をチェックし、 [0K] ボタンをクリックする 

設定項目は、なのとおりです。 


AC アダプタをあいたとき 

検出レベル増幅機能を設定できます。ノ（ソコンび持ち 
運ばれる可能性び高いと想定し、約] 0秒間検出レベル 
を最大にします。 

パネルを閉めたとさ 

HDD プ□テクシヨン動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プ□テクシヨンが動作したときに、>^ッセー 
ジを表おするよラに設定できます。 


[0K] ボタンをクリックする 

■3 [東芝 HDD プ□テクシヨン]画面でにのボタンをクリックする 

反^ メモ 

•ま芝 HDD プ□テクシヨンの各設定は、通知領域の陳ち HDD プ□テクシヨン]アイコン（置）をク 
リックし、表示されたメニューから項目を選択して行ラことをでさます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 



















* ドライブ内蔵モデルのみ 

本製品には、モデルによって DVD スーパーマルチドライブび1台内蔵されています。 
DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R 、 CD - RW 、 CD - R の言売み出し/書き 
込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


ドライブの電源について 


あらかじめ「付録 □- E ■-ドライブの電源について」を ffi 認してください。 



6 


CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 



使用するメディアによっては、読み出しができない場合があります。 



*2 実際に書さ換えでさる回数は、メディアの状態や書さ込み方法により異なります。 
*3 ；><ディアの状態や書さ込みち法により、読み出しでさない場をがあります。 


パソ n ンの基本操作を 
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ra CD や DVD を使ラードラィブー 


I DVD-Video の再生について 


本製品では、ドライブに DVD - Video をセットして、迫力ある映像を楽しむことびできます。 
DVD - Video 再生ソフトウェアとして 、 「InterVideo WinDVD 」 び用意されています。 

rinterVideo WinDVDJ 「 6 章已 DVD-Vide □ を見る」 


2 


CD / DVD をほラとを（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 



CD / DVD の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 □ E9 CD や DVD につして」、附録旦-の使える C □を艦忍しよう」、 
「付録 0- 回使える DVD を確認しよう」を胞忍してください。 


イモ セットする前に確認しよう 


傷ついたりちれのひどい巳 D / DV □の場合は、巧入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生でをない場合をあります。巧れをふさとってから再生 
して < ださい。 

CD/DVD の特性や CD/DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合ちあります。 
CD/DVD の種類によっては、取り出すとき Windows Vista び自動的にセッションを閉じてしまう場 
合びあります。このとを、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD/DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をク U ックずる 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[其通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [ OK ] ボタンをク U ックする 

PC 力ードス□ットを使用する場合、力ードによってはディスクトレイび開かなくなる可能性びありま 
す。その場合、カードをいったん取りはずしてください。 


/ろメモ_書き込みできるアプリケーシヨン 


書さ込みに使用でをるアプ U ケーシヨンは次のとおりでず。 


トウシ" ディスク ク U エイタ 

TOSHIBA Disc Creator 


「 6 章 n CD/DVD にデータのバックアップをとる」 



メディアにデータを書を込むとを、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行ま度は異なります。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


























B CD や DVD を使 ラードラィプー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスク LED び点灯します。 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 


Q イジ: L クトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てきます（数秒かかることびあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上か5押さえてセットする 



「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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CD や DVD を使ラ ードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



3 


CD/DVD を使いおわったとを（取り出し） 


パソコン本体の電源び入つているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて < ださい。 

パソコン本体の電源は入っているび、ドライブには電源び入っていない場合は、 
「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で電源を入れてください。 

TOSHIBA Flash Cards 

「本章□■区]- 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 について」 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

中央凸部を押さえなびら、左手前の穴に指を入れて、 CD/DVD を上 
に持ち上げる 



CD / DVD を取り出すときは、もぅ- 
■I し、。 


-方の手でディスクトレイを軽く押さえてくださ 


パソミ S 本操作養えよラ 
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B CD や DVD を使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 


I ディスクトレイび出てこない場合 _ 

電源を切っているときは、イジェクトボタンを巧しても 
ディスクトレイは出てさません。電源び入らない場合は、 
イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（クリップを 
伸ばしたちのなど）で巧して<ださい。 

なの場合は、電源び入っていてち、イジェクトボタンを 
巧した後すぐにディスクトレイは出てきません。ディス 
クトレイに D の点滅び終了したことを確認してから、イ 
ジェクトボタンを巧してください。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

•ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
• ドライブの電源を切っているとき 
•スリープ状態のとさ 


DVD - RAM をフォーマツトする 


新品の DVD - RAM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD-RAM 
を使えるようにすることです。 

フオー マツトされていない DVD - RAM は、 フオー マツトしてか日使用してください。 


DVD-RAM のフオーマツトについて 


•あらかじめ、附録 D - K * CD や DVD について」を蹈忍してください。 




《搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
ます。 





パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


1 

5 







ra CD や DVD を使ラ ードラィブー 


I ファイルシステム 
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ン 
の 
基 
本 
i 票 
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DVD - RAM をフォーマツトするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書さ込み用のアプ U ケーシヨンによって指 
定されている場合びあります。 

選択できるファイルシステムは 「 UDF 2 .已」 rUDF2.01J rUDF2.0J 「 UDFl. 已」 
「 UDF 1.02」「 FAT 32」 です。 


DVD - RAM のセクタの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物理 
フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりなどの DVD - RAM に対しては、 
物理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに巧して、通常のフォーマットを r 論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フォーマットを行ったあとには、論理フォーマットび必要となります。 


■■論埋 フオー マット 

論理フォーマットについては、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をクリック 
して、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』を参照してください。 


^ ■物埋 フオー マット 


物理フォーマツトを行ラには、非常に時間びかかります。 

なお、企業向けモデルの場合は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 びインス!ルされていないと 
本機能を使巧することびでさません。あ日かじめインス I -ールしておいてください。 


「TOSH 旧 A Disc Creator」 「巨 章 Q-Kfl TOSHIBA Disc Creator」 


Q 物理フォーマツトする DVD-RAM をセツトする 

口 [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
I 一 [CD&DVD アプリケーシヨン] 一 [DVD-RAM ユーテイリテイ]を 
■ クリックする 

I [東芝 DVD-RAM ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 



[開夕台]ボタンをク U ックする 

じ(降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理フォーマツトをした後は、論理フォーマツトび必要です。 
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面旧を見やず < 調壁ずる 


-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280 X 800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 


1 


画面の明るをを調整する 


□ 輝度を調整する 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は ri 〜8」の8段階で設定びでさ 
ます。 

設定ち法は、なのとおりです。 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び I 段 
階ずつ下びります。 

表示される画面のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

臣を]+圧司：@キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び I 段 
階ずつ上びります。 

表示される画面のアイコンで輝度の状態を確認でさます。 

□パックライトで調整する 

本体液晶ディスプレイのバックライトを ON または OFF にすることにより、画面の明るさを調 
整することびでさます。 

屋外で天候び良い、といった明るい場所で使用する場合などにバックライトを OFF にすると、 
バッテ I 」の消費を抑えることびでさます。 

バックライトの ON または OFF は、バックライト ON / OFF ボタンを巧すことにより切り替える 
ことびでさます。 

バックライト ON/OFF ボタン『取扱説明書』 

パソコン起動時、ス U —プやイ木止状態か日の復帰時は、バックライトは ON になります。 


パソミ S 本操作を覚えよラ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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o サウンド 


□ 音楽/音青を再生するとを 

音量 S キサの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカの音量を調整します。 

Windows のサウンド 

Windows のプ□グラムイベントで再生されるサウンド設定の 
音量を調整します。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 








SD メモリカード/ SDHC メモリカードの使用にあたって 
•あらかじめ「付録 0- 团メディアカードを使う前に」を確認してください。 

新品の SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードは、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの親 
格に合わせてフォーマットされた状態で販売されています。 

フォーマットとは、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードにトラック番号やへッド番号など 
の基本情報を書き込み、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使えるようにすることです。 
再フォーマットをする場合は、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用する機器（デジ 
タルカメラやオーディオプレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードでは、再フォーマットをする場合に r 東芝 SD メモ U 
力ードフォーマット」も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、「本項- r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマッ 
卜」を使ってフォーマットする」をご覧ください。 

I r ま芝 SD メモリカードフォーマット J をほってフオーマツトする 



フオー マツトするにあたって 


あらかじめ、「付録 0- 巧] SD メモ U 力ードのフオーマツトについて」をお認してくだ 
さい。 


P SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセットする 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨンを 
起動している場合は終了する 

[スタート]ボタン （<P) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [SD メモリカード フォー マット]をクリック 
する 

[東芝 SD メモ U カードフォーマット]画面び表示されます。 



g iSD タモリカードをほ3 


— SD 力ードス□ツト 


[ sD メモリカード/ SDHC メモリカードをほう前に 


SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを SD 力ードス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0SD メモリカードを使う -SD 力ードス□ット - 


B フォーマットしたい SD メモリカード/ SDHC メモリカードびセットさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフォーマットの種類を設定 
し⑨、[スタート]ボタンをクリックする ③ 


の 


I ⑤ 


I ③ 


•簡易 フォー マット 

I ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

H •完全フォ-マット 

I SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードのすべての領域を初期化します。簡易 

I フォーマットに比べて、フォーマットに時間びかかります。 

Q メッセージの內容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

■■ フォ -7 ットび開始されます。 

I 画面下のバーは進行状況をおしています。フォーマットび完了すると、メッセージび 
表 TR されます。 

f メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをク U ックしてください。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



































0SD メモ U 力ードを 使う -SD 力ードス□ット - 
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メディアのセットと取り出し 


SD 力ードス□ットに関する表示 


パソコン本体に電源び入っている場合、 SD 力ードス□ットに挿入したメディアとデータをや 
り取りしているときは 、 SD Card LED び点打します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 0- 团-眶■メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 


卜する 

メディアの表裏を確認し、表を上にして、 SD 力ードス□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



U 七ットしたメディアの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見る 
ことびでさます。 

[スタート]ボタン （<p) 一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

メディアのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表おされる場合びあります。 

SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ード：セキュ U ティで保護された記録域デバイス 
セットしたメディアの内容び表示されます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
































取り出ず 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

② メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [を全に取り外す]をクリックする ⑤ 


ろ 


セキユリテイでを备された記ち 
巧デバイス【X:) I 


-① 


ェクスブローラ(X) 

P 占く仰 
條の… 

巨おち生を巧 

巧芝 SD メモリカードフブーマジト (M) 
巧が)… 

ボータブルデバイスとして巧< 


安全に巧りかす (S) 


切0巧り (T) 


コピー似 


シヨー トカットの巧ぶ (S) 


名前のを巧 M) 


プロパティが） 



■⑤ 


读示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージび表示されます。 


メディアカードを巧す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 




0 SD メモリカードを使う -SD 力ードス□ット- 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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国ネットワークの世巧へ 

本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

ブ□ードバンドでインターネットに接続する方法や、他のパソコンと 
通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 
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トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいと 
きや、 ADSL モデムでインターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でびそれぞれび自分専用のノ（ソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコン 
を持っているなど、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと便 
利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、 r 本節巧]ブ□ー ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態でもネットワークに接続できる 、ヮ 
イヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内で 
あればあ日ゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンから 
ワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
夕などの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳し 
い設定については、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク I 」ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 
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I ■ネットワークで広がる世界 
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ブ□ードバンドで接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ□一 
ドバンドでインターネットに接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet り000日 ASE - T)、Fast 曰 hemet 
(100 BASE - TX)、 Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernets Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 



LAN ケーブルを接続ずる 


LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、 r 付録 n ご使用にあたってのお願い」をお認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずしてください。ケーブル 
を引っ張日ないでください。 



Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダに問い合わせてください。 
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B ADSL 接続を設定ずる方法 

接続に必要な設定はプ□バイダによつて異なります。詳しくは契約しているプ□バイダに問い 
合わせてください。プ□バイダから、接続に必要な CD - ROM などび支給されている場合は、そ 
ち日をご利用ください。 


[ワイヤレス（無線） LAN をほラ 


I 


ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

界 


* 無線 LAN モデルのみ 


眶■無線 LAN モジユールのお認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

r 本項 KS- ConfigFreeJ 


通知領域のに onfigFree] アイコン 

表示されたメニューか5 [デバイス] 
クする 


(塞）をクリックする 
一[ネットワーク接続]をクリッ 



[デバイス名]でアダプタ名を確認する 

アダプタ名び示すモジュールは、それぞれ次のよラになります。 

• [Intel ( R ) PRO/Wireless 3945 ABG Network Connection 」 の場合 

IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.1] 邑に対応したモジュールです。 
このモジュールを、 「 Intel モジュール」または 「Intel IEEE 802.1 ]ab 旨モジュー 
ル」と呼びます。 

• fAtheros AR 己006 EX Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( J 已 2 /VV 已 2 /VV 已 3)、 IEEE 802'1] b ち、ぶび IEEE 802'1] 吕に巧 
応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros a / b / 邑モジュール」または 
FAtheros IEEE 802.1 ] abg モジュール」と呼びます。 


• fAtheros AR 己006 EG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.1 ] 邑に対応したモジユールです。 
このモジユールを 、 fAtheros b / 吕モジユール」または fAtheros 
IEEE 802.] ]b 邑モジュール」と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書付録且 - U 無線 
LAN の概要』と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を確認 
してくださし、。 
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無線 LAN のご使用にあたって —— 

•あらかじめ、附録 n — ra 無線 LAN について」をお認してください。 
セキュ U テイに関してのを意事項や使用上のま意事項を説明していまず。 


B 巧線 LAN を巧ってみよう 


么警告 

• パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 


本体左側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側に 
スライドする 




LU 降の無線の設定方法には、巧の2種類びあります。 

•「 Confi 邑 Free 」 を使う 
• Windows 標準機能を使ラ 

に onfi 邑 Free 」 を使って設定する場合は、体項 • M - CnnfigFmA I を参照してく 
ださい。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 
[ヘルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプとヴポート』を参照してく 
ださい。 
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^ \〇役立ご操作集- S 

Confi 邑 Free 

本製品に用意されている 「 Confi 目 Free 」 を使ラと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずずと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設をに便利な機能び使えます。 
詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 邑 Free 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク]一 
に onfi 邑 Free ファーストユーヴーズガイド]をクリックずる 

• rConfigFreeJ の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通巧領域に 「 Confi 巨 Free 」 のアイコン （ g ) び表示 
されています。 

「 Confi 目 Free 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク]一 
に onfi 旨 Free ] をクリックする 
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旧巧巧おを巧つで傑巧を店げよ 3 

パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 68 

2 USB 対応機器を使う . 69 

3外部ディスプレイの接続 . 71 

4 i.LINK (IEEE 1394) 対応機器を使う . 77 

已マイク□ホンやへッドホンを使う . 79 

6 PC 力ードを使う . 81 

7ポートリプリヶータを使う . 84 











周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、ノ（ソコンの性能を高めたり、ノ（ソコンび持っていない機能を広げることびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 

■ 内蔵方式のもの 

•メモリ •八ッテ U 

■外付けち式のちの 

本製品のインタフェースにあった周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのあ状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びくださ 
い。周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカに確認して 
ください。 

コネクタの仕様について「付録0各インタフェース仕様」 

周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 

•あらかじめ、「付録 D - ■■周辺機器について」を確認してください。 

本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモ I 」 

メモ U の増設『取扱説明書1章0 メモ U の増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使ラ」 

•し LINK (IEEE 1394) 対応機器 

mm し LINK ( IEEE 1394)対応機器「本章 □ し LINK ( IEEE 1394) 対応機器を使う」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続体章0外部ディスプレイの接続」 

• 7イク□ホン 

マイク□ホンの接続「本章 □ マイク□ホンを使5」 

• へッ ドホン 

へッドホンの接続体章且-^■へッドホンを使ラ」 

• PC 力ード 

PC 力ード r 本章0 PC 力ードを使う」 

•ポート I 」プ I 」ケータ 

ポート1」プ1」ケータ「本章□ポート I 」プ I 」ケータを使5」 


■ 1卜狂巧巧を巧ぅ師こ 


4 


周辺機器を使って機能を広げよラ 


68 





USB が応機巧をほミ 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでき、プラグアンドプレイに巧 
応しています。 

USB 対応機器には;欠のよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ U ンタ 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ U など 

本製品の US 己コネクタには USB 2.0 対応機器と US 日1 .1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 US 日対応機器に付属の説明罰を確認してください。 


A ミま意 


USB コネクタに金属製品び接触しないようにすること 

金属製のヘアピンやク U ップなどび US 日コネクタに触れると発熱の原因となります。特 
にパソコン本体をかばんなどに入れて持ち運ぶ際には、金属製品と接触しないようにして 
ください。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 n- 


‘ US 目対応機器の操作にあたって」を確認して < ださい。 


■ USB の常時給電 


(争）アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（ス U - プ 
状態、休止状態、シャットダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスパワー ( DC 已 V )を 
供給することびでさます。 

本機能を利用して、 US 日に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤなどの外部機器の 
使用および充電びでさます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 

なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するちのではありません。 

充電状態の表示を確認済みの外部機器については、次の URL をご覧ください。 

URL : http :// www . toshiba . co . jp/worlclwicle 




USB の常時給電について 


あらかじめ、「付録 D- 


USB の常時給電について」を確認してください。 
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USBWE 機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取りがし]アイコン （ m ) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ia) び表示されない USB 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 


② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずす USB 対応機器）をを全に取り外し 
まず]をク U ックずる 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことができまず。 J のメッセー 
ジが表示された5、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 


1 


2 


4 


■m 


9:46 


V - トウエアのちまな取りかし 


USB 対応機器を使う 


取り付け 

USB ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

US 己ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 

【も 側面 に、、、 ^~^ I r 1 



USB コネクタ 
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♦使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった夕+部ディスプレイを接続して<ださい。 


パソコンにち続する 


が部ディスプレイ接続の操作にあたって 

•あ日かじめ、附録!!-匯■-外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してください。 

外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

n 外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 



Q が部ディスプレイの電源を入れてか5、パソコン本体の電源を入れる 

外部ディスプレイを接続してパソコン本体の電源を入れると、本体は自動的にその外 
部ディスプレイを認識します。 



か部デイスプレイの巧続 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることびでさます。 



ぶ3 メモ 
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il 外部ディスプレイの接続 


囚 


表巧を切り替える 


外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/が部ディスプレイだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


クローン表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 






外部ディスプレイに表示するにはなの設定を行ってください。設定を行わないと、外部ディス 
プレイには表示されません。 

メモ 

• 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定にあった 
色数/解像度で表示されます。 
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方法！ーコントロールパネルで設定ずる 

[スタート]ボタン（巧い一[コント □ —ルパネル]をクリックする 
その他のオプション]をクリックする 


[回 Intel (R) GMA Driver for Mobile] ボタンをクリックする 
[ディスプレイデバイス]で、表示する装置を選択する 



^ノ-け ，。I 

シンヴルデイス：?レイ 
广 PC モニタ 


マルチデイスブレイ 


Intel (巧デュアル•デイブ予 f マリデパイス 
スコレイ-。□—ン I - 


拡 i デスり卜•ノブ かンタリデバイス 

I 




[OK I [ II 迪用 ] 


读示例） 


チェック （打 ■) びついている項目び現在の表示装置です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートブック]をク I 」ックしてください。 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[ PC モニタ]をク I 」ックしてください。 

• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) デュアル•ディスプレイ.ク□-ン]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


〇外部ディスプレイの接続 




項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでク□ーン表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 
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il 外部ディスプレイの接続 


• 掘長表巧 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用でさます。 

① [拡張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をずる 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイで拡張表示 

ノートブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 


於 t メモ 

•本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイをクローン表示またはおお表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズび発ちした場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、1」 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、クローン表示または化張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク U ック 
し、表示される画面で行います。 


[0K] ボタンをクリックする 

なの画面び表示されます。 



Q [0K] ボタンをクリックする 
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B 方法2 

• 表示装置を LCD 


7^+17^キーを 使ラ 


(本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ）しソ外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+间 
キーを3秒じ(上巧し続けて < ださい。 

表示装置に何ち表おされず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードから指をはなしてから、 


FN + F 5 キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。 


表示装置を選がする画面 


丙 VI キーを巧したまま I 巧 I キーを巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表示装置を選択する 
画面び表示されます。 

* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）と外部ディスプレイを 
接続した場合です。 



©©©©画） 

① ②③④ 

上のカードは現在の表示装置を示しています。臣巧キーを巧したままキーを巧すたびに、 
大きなアイコンび移動します。表示する装置び大きなアイコンに変わったところで、@キー 
をはなすと表示装置び切り替わります。 

©LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

② LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示 

③ 仁 RT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

④ LCD+CRT Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに拡張表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 
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^ +店司キーを巧して、プライマリ、セカンダ U を切り替えるアイコンに移動した5、^ 
キーをはなすと、表示装置び切り替わります。 

複数のユーヴで使用する場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは[スタート]ボタン （©) 
■- D ボタンをク U ックし、表示されたメニューか b [□グオフ]を選択してください。[ユー 
ブーの切り替え]で切り替えた場合は、@ + ^キーで表示装置を切り替えられません。 

ユーヴアカウントの切り替え 『Windows ヘルプとヴポート』 

ぶすメモ表示について 

•外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場合びあります。こ 
の場合は、外部ディスプレイ側で、表お位置や表示幅を設定して<ださい。 


3 


I 


パソコンか6取りはずす 


Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた 『セツ トアップガイド』 


Q か部ディスプレイの電源を切る 
Q RG 己コネクタからケーブルを巧く 


□ 化お表示でプライマリモニタを切り替える方ミち 

現在の表示装置び拡張表示に設定されている場合、プライマ U モニタ、セカンダ U モニタを切 
り替えるアイコン（@)び表示されます。 



画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）と外部ディスプレイを 
接続した場合です。 



〇な®®陋 


(表示例） 
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^UNK(.EEE139a)^™« 


し LINK ( IEEE 1394) コネクタ （ i . LINK コネクタとよびます）に接続します。 

し LINK ( IEEE 1394) 対応機器 （ i . UNK 対応機器とよびます）にはなのようなものびあります。 
• し LINK 対応デジタルビデオカメラ 
• し LINK 対応八ードディスクドライブ 
•し LINK 対応 M 0 ドライブ 
•し LINK 対応プ I 」ンタ など 

し LINK 対応機器の詳細については、 『 i . LINK 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


i.LINK (IEEE 1394) 対応機器の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D - u 周辺機器について」を確認してください。 


取り付け 

ケーブルのプラグをパソコン本体のし LINK コネクタに差し込む 



曰 


ケーブルのもう一方のプラグをし LINK 対応機器に差し込む 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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i . LINK 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [A— ドウエアの安全な取り外し]アイコン （ d ) をクリックずる 

* 通知領域にこのアイコン （ D ) び表示されない i.LINK 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 


③ 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずずし LINK 対応機器）を安全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日安全に取り外すことができます。 J のメッセー 
ジび表示された日、 [0K] ボタンをクリックする 

パソコン本体と i 丄 INK 対応機器に差し込んである i 丄 INK ケースレを巧く 


mm し LINK によるネットワーク接続 

システム （0 S ) び Windows Vista で i . LINK コネクタびあるパソコン同±をし LINK 
( IEEE 1394) ケーブルで接続すると、2台で通信びできます。ネットワークの設定について 
は、[スタート]ボタン（@) — [ヘルプとサポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプと 
サポート』を参照してください。 

Q ケーブルの一方のプラグをパソコン本体の i . LINK コネクタに接続する 

ケーブルのもう一方のプラグを、接続する機器の i . LINK コネクタに接 
続する 


八ードウエアの受をな巧りかし 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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マイク□ホンやべッドホンをほ3 


本製品には、マイク□ホンやへツドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへツドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行うことびできます。 


マイク□ホンを使う 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。本製品にはサウンド機能が内蔵されてい 
ます。 


サウンド機能について「2章□サウンド」 


■■ 使用でをるマイク□ホン 


本製品で使用でさるマイク□ホンは;欠のとおりです。 


' 3極 ミニ 

0) 

ジャック 

' 2極 S 二 

口、、 1 

ジャック 


• モノラルマイクのみ使用でさます。 

• プラグは3.已 mm ¢3極ミニジャックタイプび使用できます。 


• 3.已 mm ¢2極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク □ 
ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電源供給を必要としないマ 
イク□ホンであれば使用できます。 
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音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 


B 接続する 


マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



取りはずすときは、マイク入力端モか日マイク□ホンのプラグを巧きます。 












[ X ツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、3.已 mm 0 ステレオミニジャックタイプを使用してください。 


へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ■■周辺機器について」をお認してください。 


マイク□ホンやへッドホンを使う 
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PC カードをほ 3 


目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソ〕ンの機能び大きく広びります。 
PC 力ードには、巧のようなものびあります。 

•データ通信力ード （ PHS 、 携帯電話） 

•フラッシュメモ1」カード用アダプタカード 

•外付け八ードディスクドライブ、 CD / DVD ドライブ用アダプタカード など 


の 


PC 力ードをほう前 I 



本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n 対応の力ード （ CardBus 対応力ードも含む） 

を使巧でさます。 

PC カードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン）に巧 
応しているので便利です。 

使用している PC カードびホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳しい使いかた 
については 『 PC カードに付属の説明書』を確認してください。 




PC 力ードの操作にあたって 


あらかじめ、附録 11- ■■周辺機器について」をお認してください。 


メモ 


PC 力ードス□ットを使用する場合、力ードによってはディスクトレイび開かなくなる可能性びありま 
す。その場合、カードをいったん取りはずしてください。 


2 


PC カードをほう 


PC 力ードを使う場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付けてください。 

■■取り付け 


PC 力ードにケーブルを付ける 
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回 PC 力ードを使う 


% 

l：ij 


イジェクトボタンを2回押し①、ダミーカードを巧く③ 

] 回巧すとイジエクトボタンび出てくるので、ちう]度「カチッ」と音びするまで巧 
してください。ダ S —カードび出てさます。 



ダ S —カードはなくさないよラに保管してください。 

PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 



カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 P 巳カードを使用できない、または PC カード 
び壊れる場合びあります。 

力ードを接続した後、力ードび使用できるように設定されているか確認してください。 


取りはずし 




取りはずす前に確認しよう 


あらかじめ、「付録 11- 匯画周辺機器について」を確認してください。 
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回 PC 力ードを使う 



PC カードの使用を停止する 

① 通知領域の [A— ドウエアのま全な取り外し]アイコン （ H ) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ b ) び表示されない PC 力ードは、次の手順は必要ありません。手順 
0に進んでください。 



② 表示されたメニューか 5 [XXXX (取りはずす PC 力ード）をま全に取り外します] 
をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことびできます。」のメッセー 
ジが表示された 5 、 [0K] ボタンをクリックする 


イジェクトボタンを2回押す 



] 回巧すとイジェクトボタンび出てくるので、ちラ]度カチッと音びするまで巧して 
ください。 

カードび奥まで差し込まれていない場合、イジェクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで巧し込んでか5、もう一度イジェクトボタンを巧してください。 
カードびかし出てきます。 

力ードをしっかりとつかみ、巧く 



カードをあくときはケーブルを引っ張らないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してか日行ってください。 
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Q ダミ-力-ドを挿入する 


f イジェクトボタンを押す 

イジェクトボタンび収納されていなし觸合は、イジェクトボタンを巧して収納します。 
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—トリプリケータをほ3 


本製品のドッキングポートに、別売りのス I 」ムポート I 」プ I 」ケータ（型番： PASPR 003) を 
接続することびできます。ここではス U ムポート U プ U ケータを「ポート U プ U ケータ」と呼 
びます。 

ポート U プ U ケータには、さまざまな周辺機器を接続することびできるため、パソコンの機能 
を広げることびできます。 


ポート IJ プ U ケータにごいて 


ポート U プ U ケータの各部名称とコネクタに説明します。 

本体との接続方法など、詳細は『ス U ムポート U プ U ケータ取扱説明書』を参照してください。 

■■ポートリプリケータのを部の名前 

ここでは、おもにパソコン本体との接続に必要な部分を説明します。 



D 使用でまるコネクタ 

ポート U プ U ケータのラち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 

• LAN コネクタ • USB コネクタ （4) • DVI コネクタ • RG 日コネクタ 

ポート U プ U ケータを接続すると、本体の LAN コネクタは使用でさなくなりますのでポート U 
プ I 」ケータの LAN コネクタを使用してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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■ バッテリ駆動で巧う 

パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や充電量の確認や消費電力を減5す設定について説明 
しています。 


1バッテリについて. 
2省電力の設定をする 
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バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 

■■ Battery LED でお認する 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery Cll LED び点打します。 


(!) Q 0 □ « f ) 


Battery □ に D は;欠の状態を示しています。 


青 

オレンジ 
オレンジの点滅 


雨!= 5 = 1 マ 

凡巧；71：：」 

充電中 
充電び必要 

バッテ U の充電について「本節巧]バッテ U を充電する」 

-バッテ I 」び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ I 」異常 

異常の場合は、購入店または近くの保守サービスに連絡してくだ 
さい。 



パツテ y にごいて 



〇[バッテリ巧電量をお認する 


ノ（ソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品を初めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U パックを使用するときの重要 
事項び記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず 
指示を守ってください。 


バッテリ駆動で使ラ 
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I ■バッテリについて 


完夕に巧ちされまし产し 100%) 


n 

現巧の亀涅ブラン；.バランス 


D 通知領域の[バッテリ]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテ U ] アイコン（固）の上にポインタを置くと、 

バッテ U 充電量び表示されます。 

このとさバッテ U 充電量じ(外にち、現在の電源プランび表示されます。 

省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減かします。このよラな状態でバッテ U 充電量び減少し 
たときは、 Ba け eryOLED や[バッテ U ] アイコンで充電量の減少び表示されないことびあ 
ります。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 

K ■バッテリ巧電量び減少したとき 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量びかなくなると、次のように警告します。 

• Battery a LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量びかないことを示しています） 
•パ' ッテ I 」のアラームび動作する 

「電源オプション」の[詳細設定]タブの[バッテ U 低下の通ミ日]で設定すると、バッテ U 
の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する動作を行います。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止巧態び設定されています。バッテ U 減少の警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでパ'ッテ U び自然に放電しきってしまったとさは、警告音ち鳴らず、 

Battery 亡^ LED でち放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してか日使用してください。 


時計用バッテリ 


本製品には、取りはずしびでさるノ（ッテ U パックの他に、内蔵時計を動かすための時計用バッ 
テ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power 6に D び青色に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を巧ることはでさません。 
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I ■バツテ u について 


2 


ッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - バッテ U を充電ずるにあたって」を確認してください。 


パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN ^に D び青色に点打して Battery 1=1 LED びオレンジ色に点灯すると、充 
電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery cn LED び青色になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery a LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN *1 に D び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 

爲 t メモ 

• パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから 
抜いてください。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U 充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いる場合、または使用中のアプ U ケーシヨンによっては、時間よりち長くかかることびありま 
す。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■バッテリ駆動時間 

ノ（ッテ U 駆動時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 


バッテ U 駆動で堡つ 
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I ■バツテリについて 


■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていきます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目まにしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、ノ（ッテ U 駆動時は休止状 
態、または八イブリツドス U —プにすることをおすすめします。 


H バツテリを長持ちさせる 


本製品に搭載されたパ' ッテ U をより有効に使ラための工夫を紹介します。 


I バッテリの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

次の点に気をつけて使用すると、バッテ U の機能低下を比較的遅くすることびできます。 

•パソコンと AC アダプタをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用しな 
いとさは、 AC アダプタをコンセントか日はずしてください。 

• 1力月 L ソ上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体か日バッテ U をはずして、風 
通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプタを接続してパソコンを使用し、バッテ U パックの電力をほとんど使用し 
ないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U の劣化を早める場合びあります。 

• 1力月に]度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリ巧電量を節約する方ミ去 _ 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用するには、なの方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 
mm に章日-因休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章0-巧]簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断ずる」 

• 省電力の電源プランを設定する 
mm 「本章日省電力の設定をする」 


I バッテリの巧電能力を調べる _ 

バッテ U は、消耗品です。バッテ U を交換する目安を調べることびでさます。 
r 本節团バッテ U の状態を診断する」 










I ■バツテ u について 


バッテ u パックは、消耗品です。 

バッテ U パックは、使用環境や使用頻度によってバッテ U 充電能力びほ下するため、バッテ U 
充電量び正しく表示できなくなる場合びあります。 r 東芝バッテ U チェッカー」では、バッテ U 
充電量の補正や、現在のバッテ U の『充電能力』を診断してバッテ U パックを交換する目安を 
お知らせします。 

* バッテ1」彰断には数時間かかります。 

mm インストール方法 

r 東芝バッテ U チェッカー」はご購入時の状態ではインス I -ールされていません。次の手順でイ 
ンス I -ールしてください。 

H [スタート]ボタン（盾 >) 一[すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [東ちユーティリティ]タブをクリックする 

B 画面左側の[東ミバッテリチェッカー]をクリックし、 [ r 東ミバッテリ 
チェッカー」のセットアップ]をクリックする 

f 画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
くださし、。 


K ■バッテリパックを f 呆管する 

バッテ U パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U パックを長期保管するときには、風通しの良い涼しい場所に保管し、充電容量を 
已□%前後にして保管することをおすすめします。 

• 保管時は、ビニール袋などに入れて電極のショートび起こ日ないよラにし、ダンボールなど 
の電気を通さない箱に、バッテ U パックび重ならないよラに入れてください。 

•パ'ッテ U パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピン 
などの金属類と混在しないよラにしてください。 

•過放電を防止するために、半年に]回くらいの割合で、已0%程度の充電をしてください。 

• 落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 
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バッテリのが態を診断する 



バッテリ駆動で使ラ 











I ■バツテ u について 


B 診断方法 

診断方法は、なのとおりです。 




r 東ミバッテリチェッカー」での診断にあたって 


あらかじめ、附録 □ ES 「まちバッテリチェッカー」での診断にあたって」をお認してく 
ださい。 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ]一[パ’ッテリチェッカー]をクリックする 

r 東芝バッテ U チェッカー」び起動します。 


i ] ち乏パジテリチェ ジカー 




パッ テリチ ェッ カー 

バジテリチェッカーは、 バソコシ瓜巧用巧ち/巧用奇晚こより生じ 
てくるパジテリを畳表示の誤黃を巧正し、また低下していくパジ 
テリの r 巧電能力 J をを巧します. 

バジテリのを巧は、バジテリをち充電した後、巨封的に巧ちを行 
います. 

ルツテリのをげ:こは、巧時なかかります. 



[□をが沒了巧、巨動的にシで、ットダウンを巧ラ 


オプション設定 


巧じる 


J 读示例） 



バツテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテリについて 



[診断開始]をクリックする 

このとき、[診断終了後、自動的にシャットダウンを行う]をチェックすると、診断 
び終了したあと、自動的にパソコンの電源を切ります。 r 東芝バッテ U チェッカー」 
を起動すると診断結果の確認びでさます。 

[診断を始める前に必ずお読みください]画面び表示されるので、内容をよく読んで 
[続行]ボタンをク U ックしてください。 

診断び開始されます。 


Ll ちミバジテリチェ ツカー 




A 


バッテリをがやです • 15(下の援がを巧わないようにま意して下 
さい， 

AC アダプタを巧かないで下さい 
パソコンの蓋を巧じないで下さい 
バッテリの巧り付け/巧りかしを6わないで下さい 
マウス、キーボードにがれないで下さい 


八’ツテ U 養断中 

；^ッテリ ♦! (巧重や） 


00:00:05 


をが中止 


J (表示例） 


診断が終了すると、メッセージび表示されます。 


[OK] ボタンをクリックする 


をミバジテリチェジカー 


■ A 診がは正萬に巧了しました。 
診が巧要時間： XX : XX : XX 


0 K 








I ■バツテリについて 


診断終了後、測定結果び表示されます。なの内容をバッテ U 状態の目安としてくださ 
い。 

良好：バッテ U 充電能力は良好です。 

普通：バッテ U 充電能力容量び少し低下していますび、まだ使用できます。 

低下：バッテ U 充電能力び半分じ(下になっています。そろそろ交換をおすすめします。 



幻メモ 

•八' ツテ U チェツカーを頻繁に使用するとバツテ U び消耗する原因になります。 
























「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U 駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使用するよラに 
設定したり、電力を使ってノ（フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これらの電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
しよす 0 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力を抑えます。バッテ U 駆動 
のときにこのプランを使用すると、バッテ U び通常よりち長くちちます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U 駆動のときにこのプランを使用すると、 
バッテ U び通常よりち早く消費されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちでさます。詳しくは、 
r 電源オプション」のヘルプをご覧ください。 


起動方法 


n [スタ-卜]ボタン（@) 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[金バッテリ設定の変更]をクリックする 

「電源オプション」び起動します。 


バッテリ駆動で使ラ 
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ヘルプの起動方法 


Q 省電力の設定をする 



バッテリ駆動で使ラ 







Q 省電力の設定をする 


表示された候補群の中か5、実行したい動作のアイコンをクリックする 

[ ODD ] の力ードの下に表示される、丸いアイコンをク U ックしてください。 



I 各アイコンの動作内容は、左か日;欠のよラになります。 

I ドライブの電源を入れる/ドライブからディスクを取り出す/ドライブの電源を切る 

I ドライブの電源を切ると、ドライブにアクセスできなくなったり、ディスクトレイび 
I 開かなくなります。ドライブにアクセスしたり、ディスクトレイを開けるには、ちラ 
■ 1度朽イブの電源を人れてください。 

メモ 

•1 M 1 キ—を押したまま!^国キ—を巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の [ ODD ] 力ードび表示さ 
れます。因 \/ J キーから指を離さない状態でをを鱼キーを押すと、3つの動作を示す丸いアイコンび順番 
に還択されます。目的の動作をおすアイコンび還択されたら、キーから指をはなしてください。 
•「八ードウエアの安全な取りがし」を行ってち、ドライブをパソコン本体から取り出すことはできま 
せん。 

• ドライブの電源び切れている状態で、ドライブにメディアびセットされていると、ディスクトレイび 
出てくるのに時間びかかる場合びあります。 



バツテリ駆動で使ラ 


% 















Q 省電力の設定をする 


^ \〇役立っ操作集- S 

r まちピークシフトコント□-ル」 

「東ちピークシフトコントロール」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用 
し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の曰中のよラに、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に蓄えたノートパ 
ソコンのバッテリで動作させる電源管理機能で、環境への負荷ほ減に貢献することびできます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でを使用できますび、複数台数で同じ時間帯に制御することに 
よってその効果を発揮します。制御するパソコンの台数はをければをいほど効まび大をくなります。 

この機能を実現するには、「まちピークシフトコント□-ル」のインストールび必要でず。 

使用ち法については、ヘルプを参照してください。 

•インストールちま 

① [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 

をクリックする 

② 画面のメッセージに従ってインストールずる 

[ま芝ユーテイ U テイ]タブの[ま芝ピークシフトコント□ー ル]に用意されていまず。 

• 起動ちま 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -[ユーテイ U テイ]一 
[ピークシフトコント□—ル]をク U ックする 

• ヘルプの起動ち法 

① 「ま芝ピークシフトコントロール」を起動後、画面も上の[ヘルス （ lU ) ボタンをクリック 
する 

② 画面上の知りたい項目にポインタを置さ、ク U ックする 

V _ J 



バツテリ駆動で使ラ 












アプ y ケーシヨンについて 

データを CD / DVD に記録する、 DVD - Video ①映像を見る、ウイルス 
巧策など、パソコンでよく使う機能のアプリケーションについて説明 
しています。 


1 CD / DVD にデータのバックアップをとる .... 100 


2 DVD - Video を見る . 104 

3ウイルスバスターによるウイルス対策 . 106 

4文書や表、メールを作る . 110 







1 獻掷兵テと-る夕の 


* 個人-家庭向けモデルのドライブ内蔵モデル、企業向けモデルのみ 

CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW、DVD 十 R、DVD 十 RW にデータをつピーするには、本 
製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使います。データをコピーする（書き 
込む）際に気をっけていたださたいことびあります。また、それぞれ対応しているメディアび 
異なります。 L ソ降の説明をよくお読みになってから書さ込んでください。 

ドライブび内蔵されていないモデルでは、別途巳 D / DVD ドライブを用意してください。 


Windows Vista に用意されてしぶバックアップ機能につい口ん 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』 
を参照してください。 


^ メモ 


• DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]に コピーして ください。 

• CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合びあ 

B ります。この場合、バックアップをとったデータを使ラとをには、 ] 度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちクリックー[プ□バテイ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 


ア 

プ 

IJ 

ケ 

I 

シ 

3 

ン 

に 

い 

て 


CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 

•あらかじめ、「付録 n ご使用にあたってのお願い」を確認してください。 


■■TOSHIBA Disc Creator 

使用でさるメディアは;欠のとおりです。 

メディアについての詳細は、「2章0 CD や DVD を使ラ」を参照してください。 


〇:使巧でさる X :使用でさない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

か ’ 

か 1 

か ’ 

か 1 

X 


* I DVD - Video 、 DVD - Audi □の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することはできません。 


圓ィンストール方ミ去 

* 企業向けモデルのみ 


企業向けモデルでは、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 び、購入時の巧態ではインス!ルされて 
いません。[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再イ 
ンストール]の[東芝ユーテイ U テイ]タブからインス!-ールしてください。 


100 




























D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


ほ。方法 


あらかじめ書き込みを始める前に CD / DVD をドライブにセットしてください。 

[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一 [CD&DVD アプリケーシヨン] 一 [Disc Creator] をクリックす 
る 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 


[データディスク作成]をク U ックする 


ク TOSHIBA Disc Creator - Startup Menu 




TOSHIBA Disc Creator 

オリジナルさを CD の巧巧、データディスクの巧巧、 
ディスクの J わクアッブの巧ぶができます。 


爸準タニュー 


み 


さミ CD 巧ぶ 

•音楽 CD や音楽ファイルからオリジナル音楽 CD を巧ぶします。 


Ci 


t データディスウ作巧 

バソエ/のデータを CD、DVDs HD DVD に記録します。 


を 


ディスクバ，クア，ブれ巧 
の、 DVDs HD DVD のバックアップを化巧します。 


み回からこのタイア□ヴを起旣しねい 


I 綱にユ-！閱说 


メインウインドウび表示されます。 


r 書込巧」にファイルを追加する 


I 方法1 r 読込元」でファイルを選択する 
1. ，，ボタンをクリックし ①、 記録するファイルやフォルダの保存巧を選択する② 


&ぶ TOSHIBA Disc Creator 


ファイルの表示 ( y ) ディスク但）設ミ樹 




昌， 


ドキユ文ント 


回 


'、 一口ーカルディスクい 

t ぶ DVDRW ドライブI 

1月の写：—リム_バブルディ^ 
巧 dvnabook | 


ドキュメント 


] ント U — J レノ [不 J レ 
パブリック 
がネジトつーク 


■① 


-⑤ 



アプ U ケ—シヨンについて 


〇 















































D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


2. 記録するファイルやフォルダをクリックし ①、 島き込み先にデータを追加する] 
ボタン （可） をクリックする ② 


凸 J* TOSHIBA Disc Creator 



■① 


> 方法 2 記録するファイルやフオルダを r 書込先」にドラッグアンドド□ッ 
プする 


4*1^. « ユーヴー ► dynabook > デスと 



フ7イルの BSM ティスウ由）胡恩へ/。曲 


’1*-‘ .严、 


丘 

巧®?5 


ド ourtVWO 


« く 


r 書込巧」の[開始]ボタン （ 

メッセージび表示されます。 


々, 

n 拍 


) をクリックする 



アプ U ケ—シヨンについて 
































































D CD / DVD にデータのバックアップをとる 


[はい]ボタンをクリックする 

書さ込みび開始されます。 

CD / DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 CD/DVD 
をセットして、[〇のボタンをク U ックしてください。 

データの書さ込みび開始され、進巧を示す画面び表示されます。 



書さ込みび終了すると、購入時の設定では元のデータと書さ込んだ CD / DVD のデー 
夕を比較します。 

比較して問題ないことび確認されると、完了のメッセージび表示され、メディアび自 
動的に出てさます。 



■ ちう一枚、同じ CD / DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてください。 

I [追記ディスクへの書き込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
I 場合は、[□りボタンをク I 」ックしてください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

■方法1 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD & DVD アプ 
U ケーシ ヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ックする 

■ち法2 

①メインウインドウの[ヘルプ]をクリック—[ヘルプ]をク U ックする 
「 TOSH 旧 A Disc Creator ! のヘルプび表示されます。 



アプ U ケ—シヨンについて 


S 

























2 I DVD-Video を見る 


* 個人-家庭向けモデルのドライブ内蔵モデル、企業向けモデルのみ 

Windows 上で DVD を再生するには 、 flnterVideo WinDVD for TOSH 旧 A 」 を使います。 
ドライブび内蔵されていないモデルでは、別途 CD / DVD ドライブを用意してください。 

用語について 

本節では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 「 DVD - Video 」 を 
71\ U ^ 〇 


圓ィンス I ル方法 

* 企業向けモデルのみ 


企業向けモデルでは 、 rinterVideo WinDVD 」 び、購入時の状態ではインストールされていま 
せん。[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
I ール]の[アプリケーション]タブからインス!-ールしてください。 
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DVD - Video の再生にあたって 


あらかじめ、「付録 D - E 9 CD や DVD について」をお認してください。 


反 f メモ 

• Windows 上で DVD - Video を再生する場合 、 「InterVideo WinDVD 」 を使用してください。 
「Windows Media Player 」 やその他の市販ソフトを使用して DVD - Vide □を再をずると、表示び乱 
れたり、再生でさないことびあります。 
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Q DVD - Video を見る 


■■ WinDVD で見る 


ここでは 、 rinterVideo WinDVDJ で DVD - Video の映像を見る方法を説明します。 




Windows び起動しているが態で、ドライブに DVD をセツトする 

DVD のセットに章巧-回 CD/DVD を使うとき（セット)」 


[ DVD ムービーの再生 -WinDVD for TOSH 旧 A 使用]をクリックする 


[ DVD ムービーに対しては常になの動作を行う]にチェックびついている状態で、 
[ DVD ムービーの再生 - WinDVD for TOSH 旧 A 使用]をク U ックすると、次回じ(降 
は DVD をセットすると自動的に rinterVideo WinDVD 」 び起動します。 


巨動ち生 

,XXX XX ドライブが:） 

-血 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 


I 因 


图 DVD ムービーに対しては教こ巧の動がを巧う : 

DVD ムービーのオプション 

a DVD ムーピーの 两ち 

-Windows Media PI がかほ用 


度 


DVD ム - ピ-の再を 
-WinDVD for TOSH 旧 A ほ用 


のオプション - 

1フォル巧を P 身いてファイルをま示 
I -1 クス7 □-ラ巧巧 

コント□—ルバネルで有か巧年の巧すス 


rinterVideo WinDVDJ が起動します。 

詳細は 、 rinterVideo WinDVD 」 のヘルプを参照してください。 

メモ _ 

• rinterVideo WinDVD 」 び起動しなかった場合は、[スタート]ボタン（@)一 [ずべて 
のプログラム ]- [InterVideo WinDVD ] - [InterVideo WinDVD for TOSHIBA ] ^ 
ク U ックしてください。 


■ WinDVD について 

本製品で再生できるのは、 DVD - Video です 。 Video CD とは異なります。 DVD び入っていた 
パッケージや DVD の盤面に 「 DVD - Video 」 と記載されていることを確認してください。 
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I ヘルプの起動方法 _ 

V 「InterVideo WinDVD 」 を起動後、画面上部の[ヘルスアイコンを 
クリックする 
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なの手順でインス I ールしてください。 

デスクトップ上の[ウイルスバスターのセットアップ]アイコン （苗#) 
をダブルクリックする 

Q 画面の指示に従ってインス!ルする 

L インス!-ールの途中で「ウイルスバスター」の使用許諾契約画面び表示されます。 
H 内容を確認し、[使用許諾契約書の条項に同意します]をチェックし、手順を進めて 
Lj ください。契約に同意しなければ、「ウイルスバスター」をインス!-ールでさません。 


mm 最新の巧策法を手に入れる 

コンピュータウイルスは、次々と新しいちのび出現します。ウイルスチェックは、パターン 
ファイルに基づいて行いますので、最新のコンピュータウイルスに対応したパターンファイル 
を入手する必要びあります。「ウイルスバスター」ではアップデート機能を使ってパターンを要 
新でさます。 

アップデートはインターネットに接続して行います。あらかじめインターネットに接続する設 
定を行ってから操作を始めてください。 



3 


ウイルスが巧 



インストール方法 


さい 


「ウイルスパスター」は、個人情報保護、コンピュータウイルスの発見、駆除、ネットワークセ 
キュ I 」テイ対策びでさるアプ I 」ケーシヨンです。 

1使用するにあたって = i \ 


あらかじめ、「付録 □ m ウイルスチェック-セキュ U ティ対策について」を確認してくだ 


アプリケ—ションについて 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


通知領域の [ ウイルスバスター;!アイコン（ゾ）をダブルクリックする 

r 動画マニュアル」の開始を促すメッセージび表示された場合は、 r 動画マニュアル」を 
見るときは [0 K ] ボタン、見ないときは[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 


[ウイルスバスター]画面び表示されます。 


を 


咳 


W ルス/; I バイり I 巧1ま 




オンライン：!ープ登绿をま行してください 

豁藉茲離す®る千観をし總严咖こ 


[現在の状況]タブで、「ウイルスバ 
スター」のセキュリティ状況が確認 
でさます。 


の。 


故ま巧な]で、ウイルスとん!イむアの [75 ブテ-卜巧担]で,巧 ft バタ-ンフ7イ 

なまを刷さけす， 化の S ウシ□ード社ぶを L 4； す。 


[アップデート/その他の設定]タブで[アップデート開始]ボタンを 
クリックする 


ウ々ムスがスタ- 2 日日 7 方?!巧!! 911111 

1 1 j a なの wi 足 

を ゎ巧 - K の 


イがち敵'の切デ-卜の白 

, w ルス饼:ィ。王巧- 1 定 

L 留定ち)-*巧ブデ ー N ■■恥鄉 

1會斑写-嘴を i 

感 オンを f ンユ-ブ宜 S / ちホ M 皮曲 

廣激进潑' 

感 ホ 5 プア 9 ブか t — ジなどのま君の 1 

恃な協4 

感 パの-ド(出 1 

@ 口。 记の脚 j 

© ヘルプ ttw - 卜 ' 





オンライン ユーザ 登録 


アップデート機能を使用する場合は、オンラインユーヴ登録び必要です。オンラインユーヴ登 
録を行っていない場合は、[オンラインユーヴ登録]画面び表示されます。「使用許諾契約書」 

の内容を確認し、[使用許諾契約に同意し、アップデート機能を有効にする]をク U ックしてく 
ださい。 

続いて表示される画面の内容を確認し、指示に従ってください。 

更新び必要なノ（ターンファイ;レび見つかった場合は、アップデートの開始を確認する画面び表 
示されます。 

[はい]ボタンをク I 」ックしてください。 

ファイルのダウン□ー ドを開始し、続けてインス!-ールします。本製品に添付されている「ウ 
イルスバスター」の使用期限は、使用開始から90曰間です。 
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アプリケ—ションについて 





































































B ウイルスバスターによるウイルス対策 


B ウイルスをチェックする 


ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視するリア 
ルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索ちありますび、ここでは手動での検索を説 
明します。 



通知領域の [ ウイルスバスター;!アイコン（ゾ）をダブルクリックする 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 


[検索開始]ボタンをクリックする 




缺纖 



巧 


w ルスか W り I ア巧ま 


會 

:，が熙邀' 
かを滞!' 
な親 flTi 違 

I @ W レフとサボ-卜 


オンライン ユーザ 登録を 51 ft してください 

豁繳瓣離驗る鞭嫌し磯’ゴ腸ゎ础こ 

巧をセキュリティ找な 


0 ち 巧を の設定巧お： 

ちが (巧抽 ts. る) 

〇 ft 回。6免 

されて t 诗はん 

Q « 回のアブブテート 

巧 巧れ IX 诗せん 

Q オンライン3—ザ宜 g; 

ホ*巧 1. き持する (N) .1 


故ま巧括]で、ウイルスヒんりむアの [P づテ-卜照封で,巧 ft バタ-ンフ7イ 

なまを刷さけす， 化の S ウシ□ード好ぶを L 4； す。 


検索を開始します。 

ウイルスのチェックび終わると、結果画面び表示されます。 

ウイ;レスび発見された場合、初期設定ではウイルスやファイ;レの種類によつて適切な 
処理び実行されるよラに設定されています。特別な理由びない限り設定を変更しない 
で使用することをおすすめします。 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 

[0 K ] ボタンをクリックする 
[閉じる]ボタンをクリックする 





























B ウイルスバスターによるウイルス対策 


ウイルス巧策かの機能 


r ウイルスバスター」には、コンピュータウイルスを検出/除去する総合ウイルス対策機能のほ 
かに次の機能びあります。 

•フイッシング詐欺対策 

偽装サイトに誘導し個人情報を盗み出すネット詐欺の代表格「フィッシング詐欺」か日、あ 
なたの個人情報を守ります。 

•スパイウェア検出&削除 

あなたのコンピュータから個人情報を盗んだり、アダルト広告などをしつこくポップアップ 
する迷惑なスパイウェアを、見つけて退治します。 

•個人情報漏えい防止 

クレジットカード番号や電話番号、パスワードなど、あなたの個人情報び盗まれないよラ、 
監視します。 

•不正アクセス巧策 

ネットワークか日の不正侵入や攻撃を、パーソナルファイアウォールでブ□ックします。3 
つのセキュ U ティレベルから、最適な設定を選択でさます。 

• 迷惑/詐欺 メールの 判定 

メールボックスにあふれる大量の迷惑/詐欺メールを、独自の基準で判定して仕分け処理し 
ます 。 Microsoft Outlook/Windows メール用の便利な巧策ツールも利用できます。 

•無線 LAN & ホームネットワーク管理 

ネットワークに不正侵入ちびいないか監視します。また、複数台のウイルスバスターの U 
モート管理ちでさます。 

• 有喜サイトのアクセス規制 

アダルトサイトや暴カサイトなど、おモさまの目に軸れさせたくない有害なサイトへのアク 
セスをブ□ックします。 

詳細は「オンラインヘルプ」を参照してください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

I [ウイルスバスター]画面で[ヘルプとヴポート]タブの[ヘルプ]を 
クリックする 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター200 7] 
- [オンラインヘルプ]を順にク U ックしてち表示されます。 



アプ U ケ—シヨンについて 


S 











4 1 义書や表、夕ールを伟る 


* Office 搭載モデル、 OneNote 搭載モデルのみ 

Office 搭載モデルには Office Personal 2007、 OneNote 搭載モデルには Office OneNote 
2007びインス I ルされています。 

Office Personal 2007には、巧のアプ U ケーシヨンび含まれています。 


• Microsoft ® Office Word 2007 

• Microsoft ® Office Excel ® 2007 

• Microsoft ® Office Outlook ® 2007 

詳しくは各アプ U ケーシヨンのヘルプを参照してください。 
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使用するにあたって - 

•あらかじめ、「付録 D — ra 文書や表、メールについて」を確認してください。 


封ィモ 

• Office Personal 2007のいずれかのアプ U ケーシヨンを初めて起動したとさは、[ユーヴー名の指定] 
画面が表示されます。ユーヴ名を入力し、[日ロボタンをク U ックしてください。 

•初めてに日07 Microsoft 日 ffice System 」 を起動したときは、[マイク□ソフトソフトウェアラ 
イセンス条項]画面が表示されます。契約内容を読んで、[同意する]ボタンをク U ックしてください。 
[同意ずる]ボタンをク U ックしないと、に日日7 Microsoft 日 ffice System 」 を使用できません。 

• Office Personal 2007の最新アップデート情報については、 
http ;// が f ice . nnicrosoft . com / 日 fficeUpdate / をご参照く ださし、。 


Microsoft Office Word 


美しい文書を簡単に作ることびでさるワープ□ソフトです。文字の種類や大ささをみめたり、 
文書に表やさし絵を入れたり、他のソフトで作った画像やグラフをはりつけたりすることびで 
さます。書類作成などで大変役立ちます。 


I 起動方 ミ 去 _ 

V [スタート]ボタン（括 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Word ] をクリックする 

I ヘルプの起動方法 _ 

H 「Microsoft Office Word 」 を起動後、画面上部の （®) をクリツ 
クする 
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D 文書や表、メールを作る 


Microsoft Office Excel 


見積書や請巧書、数字のをい報告書などび簡単に作成でさる表計算ソフトです。項目や数字を 
入力して表を作り、計算式を設定すると自動的に計算を行ラことびできます。合計、平均、 
パーセント、標準偏差などの計算び巧能です。また、入力した数字からグラフを作ることちで 
さます。 

I 起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Excel ] をクリックする 

I ヘルプの起動方法 _ 

H 「Microsoft Office Excel 」 を起動後、画面上部の（漫 )） をクリッ 
クする 


Microsoft Office Outlook 


電子メールをはじめとして、予定表-連絡先-仕事の情報- Web サイトへのアクセスなどを、 
簡単に管理でさるスケジュール管理ソフトです。一日の予定をいっぺんに把握することびでさ 
るので、いちいち多くのウィンドウを開く必要びなく効率的です。 

封メモ 

•契約しているプ□バイダによっては、使用できないことびあります。詳しくは、契約しているプ□バ 
イダにお認してください。 

•巧めて rMicrosoft Office Outlook ] を起動したときは、 [□山 look スター トアッス画面び表示さ 
れます。必要に応じて、設定を行ってください。 


I 起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] 一 [Microsoft Office Outlook ] をクリックする 

I ヘルプの起動方 ミ 去 _ 

V 「Microsoft Office Outlook 」 を起動後、画面上部の （®) をク 
リックする 



アプ U ケ—ションについて 






















D 文書や表、 メールを 作る 


Microsoft Office OneNote 


メモを作成し、一括に管理するソフトです。キーボード入力、手書さの図形、音声録音、 Web 
のイラスト、その他のアプ U ケーシヨンからの情報など、複数の形式の情報を OneNote 上に 
貼りつけることびでさます。 

I 起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（括 ») 一 [すべてのプ□グラム] 一 [Microsoft 
Office ] — [Microsoft Office OneNote ] をクリックする 

I ヘルプの起動方 ミ 去 _ 

V 「Microsoft Office OneNote 」 を起動を、メニューバーか5 [ヘルス 
一 [Microsoft Office OneNote ヘルプ]をクリックする 



アプ U ケ—シヨンについて 
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システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 114 

2 BIOS セットアップ . 11已 

3パスワードセキュリティ . 126 

4指紋認証を使う . 143 

已 TPM を使ラ . 153 









r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数のユーヴで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴで共通になります。 


起動方法 _ 

[スタート]ボタン（巧）一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

ヘル プの起動方法 _ 

[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインタを置く 

項目に巧するヘルプび表示されます。 






Setup by OS 


■ 2 卜 los セットァップ 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの画面について説明します。 

* BIOS セットアップは、本書を参照しなが日操作ずることはできません。 

必ず本節を印刷してか日操作してください。 


^ mieios セットアップの画面 


日 IOS セットアップには;欠の2頁の画面びあります。 


- MEMORY - 

Total = XXXMB 


- SYSTEM DATE/TIME - 

Date (MM-DD-YYYY) = 画 - XX-XXXX 
Time (HH:MM:SS) = XX:XX:XX 

- PASSWORD - 

User Password = Not Registered 

Supervisor Password = Not Registered 

- HDD PASSWORD - 

HDD = Built-in HDD 

HDD Password Mode = Master+User 

User Password = Not Registered 



















































































0 BIOS セットアップ 


回設定頂目 


力ーソルび移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。ここでは、標準設定値を「標準値」 
と記述します。 


mm MEMORY 

■ T otal 

本体に取り付けられているメモ u の総メモ u 容量び表示されます。 


^9 SYSTEM DATE/TIME 



■ Date 

曰付を設定します。 


■ Time 

時刻を設定します。 



ス - Not Registered . ユーヴパスワードび登録されていないときに表おされます 

テ （標準値)。 


ス - Not Registered . ユーヴパスワードび登録されていないときに表おされます 

子 (標準値)。 

ム .Registered . ユーヴパスワードび登録されているときに表示されます。 


^ 【ユーザパスワードの登録】 

の ユーヴパスワードの登録は r 東芝パスワードユーテイ U テイ」で行ラことを推奨します。 

変区或体章且-の-■■■登録」 

要 

【ユーザパスワードの削除】 

r 東芝パスワードユーテイ U テイ」または BIOS セットアップか日の削除については体章且 
-の- ■■-削除」を確認してください。 

【ユーザパスワードを忘れてしまつたとき】 

ユーヴパスワードを忘れてしまった場合は、近くの保守サービスに相談してください。ユーヴ 
パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとさ、身分証明書 
(お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

【ユーザパスワードの変更】 

r 東芝パスワードユーテイ U テイ」または BIOS セットアップか日の変更については r 本章且 
-田]-■■-変到を確認してください。 
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MM HDD PASSWORD 

■ HDD 

パスワードを設定する八ードディスクです。 

- Built-in HDD . 内蔵八ードディスクに設定されます。 

■ HDD Password Mode 

登録する HDD パスワードを選択します。 HDD パスワード（ユーヴ HDD パスワード、マスタ 
HDD パスワード）を登録していないとさのみ、選択でさます。 HDD パスワードび登録されて 
いる場合は、いったん HDD パスワードを削除してか日選択してください。 

- User Only (標準値） . ユーヴ HDD パスワードのみ設定する 

- Master 十 User . マスタ HDD パスワードとユーヴ HDD パスワードを設定する 

■ User Password 

ユーヴ HDD パスワードを設定します。 

■ Master Password 

マスタ HDD パスワードを設定します。 

「HDD Password Mode 」 び fMaster + UserJ の場合のみ表示されます。 


7スタ HDD パスワ- 
^^ HDD バスヮ- 


-ドを設定し、続けてユーヴ HDD パスワードの設定を行います。 
ドの設定方法「本章 H-H HDD バスワード」 


且 BIOS セツトアップ 


■ Supervisor Password 


- Not Registered . スーパーパ'イヴパスワードび登録されていないときに表示 

されます（標準値)。 

- Registered . スーパーパ'イヴパスワードび登録されているときに表示さ 


れます。 

【スーパーバイザパスワードの登録】 

スーパーパ'イヴパスワードの登録は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」で行うことを推奨します。 
「本章已-回 スー バーバイヴバスワード」 

【スーパーバイザ/ スワードの削除/変更】 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴパスワードを設定してしまラと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イヴノ（スワードの削除と変更びでさません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本章 日-因スー バーバイヴバス ワー ド」 

【スーパーバイザパスワードを忘れてしまったとき】 

スーパーパ'イヴパスワードを忘れてしまった場合は、近くの保守サービスに相談してください。 
スーパーパ'イヴパスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとさ、 
身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


システム環境の変更 
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0 BIOS セツトアップ 


mm BOOT PRIORITY 

■ Boot Priority 

システムを超動するディスクドライブの順番を設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN (標準値） 

FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 
HDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 FDD 
FDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 HDD 
CD-ROM 一 LAN 一 HDD 一 FDD 
CD-ROM 一 LAN 一 FDD 一 HDD 

「 FDD 」 では、月り売りのフ□ッピーディスクドライブを接続していなし觸合、 SD メモ U 力ード* 
び起動します。 

本製品では、 SD メモ U 力ード*1の起動ディスクを作成することびできます。 

*1 本機能は、 SDHC メモ I 」力ードには対応しておりません。 

SD メ^ 


-指定のドライブ順に起動する 


SD メモ U 力ードの起動ディスクについてに 章 n - ^*-50 メモ U 力ードか S 起動する」 


■ HDD Priority 

rus 日 Memory B の S Support Type 」 で HDD を選択した場合に、システムを起動する順番 
を設定します。 

- Built-in HDD 一 USB (標準値） ..... 内蔵八ードディスクー USB フラッシュメモ U の順で 

起動する 

- USB 一 Built-in HDD . USB フラッシュメモ U 一内蔵八ードディスクの順で 

起動する 


Wm OTHERS 

■ Core Multi-Processing 

Core Multi-Processin 邑 では、 CPU の動作モードを設定します。 

- Enabled (標準値） . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Sin 吕 le Core モードに設定する 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

- Dynamically Switchable 鳩準値） ....CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を有効 

にし、使用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切 
り替えます。 

. CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を高周波数にしてパソコンの処 
理能力を優先します。 

. CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を低い周波数にし口（ソコンの 
バッテ U 駆動時間を優先します。 


- Alwavs High . 


- Alwavs Low . 
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■ Execute-Disable Bit Capability 

エグゼキュート.ディスエーブル•ビット機能を有効にするかどラかを設定します。 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能とは、コンピュータウイルスや不正アクセスに 
よるバッファ•オーバーフ□一攻撃からパソコンを守るために、セキュ U ティを強化する機能 
です。 

- Available (標準値） . 有効にする 

- Not Available . 無効にする 

■ Auto Power On 

自動的にシステムの電源を入れる機能の設定状態を示します。 

- Disabled . Auto Power On 機能び設定されていない 

- Enabled (標準値） . Auto Power On 機能び設定されている 

「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の機能によって、自動的に電源び入った後は設定 
び解除されます。 

Windows Vista を使用している場合は 「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の設定は 
無効になります。 

Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

Auto Power On 機能の設泡ホ 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は ISMCfl または [^ CKSPACE I キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは、^^キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月日を設定します。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンか日の呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
[1 已 ] 「PCI LAN 」 の 「 Built-in LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合に設定できます。 

Wake up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。電源を 
切っている状態でも、バッテ U を使っていないときの充電保持時間び別紙の [dynabook 
**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』の表記よりち短くなります。 


• Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値） . Wake up on LAN 機能を使用しない 


パスワードセキュ U ティで設定したパスワードと休止状態び設定してある状態で 、 Auto Power 
On 機能を設定してシステムを起動させた場合、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。パスワード 
セキュ U ティで設定したパスワードを入力すると、休止状態か日 Windows に復帰します。 

バスワードセキュリティの設定「本章0バスワードセキュ U ティ」 
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• On Battery 

rWake-up on LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合に設定できます。 


- Enabled . バッテ U 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を有効にしま 

す。 

- Disabled 鳩準値） . バッテ U 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を無効にしま 

す。 


• Critical Battery Wake-up 

に 「itical Battery Wake - up 機能」の有効/無効を設定します 。 「Critical Battery Wake-up 
機能」とは、ス U - プ状態の間にバッテ U の残量びかなくなった場合、自動的に休止状態にな 
り、データを八ードディスクに保をします。 

なお 、 Windows Vista をお使いの場合のみ有効です。 


- Enabled (標準値） . Critical Battery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定び必要です。 
次の操作を行って、設定してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[モバイルコンピュータ]の[パ’ッテリ設定の変更]を 
クリックする 

② [プラン設定変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

④ [電源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パ’ッテリ]をダブルクリックする 

⑥ [パ’ッテリ切れの操作]をダブルクリックし、表示された頂目で「パ’ッテリ駆動」が「休 
止状態 J になっていることを確認する 

⑥ [ OK ] ボタンをクリックする 

■ Performance/Battery Life Setting 

メモ I 」ノ（ス周波数を指定します。 

- Battery Life . バッテ U 駆動時間を優先します。 

- Performance (標準値） ........ メモ U バスの周波数を上げて処理能力を向上させます。 


それぞれの設定において、メモ U バス周波数は、次のとおりです。 



Battery しげ e 

Performance (標準値） 

メモ U バス周波数 

400 MHz 

533 MHz 


■ Beep Volume 

警告音（ビープ音）の音量を設定します。 

Off 、 Low、Medium (標準値)、 Hi 吕 h のいずれかを選択できます。 

ただし、仕様に合わない増設メモ U を取り付けた場合は、設定にかかわ日ず最大音量でビープ 
音び鳴ります。 

■ Diagnostic Mode 

BIOS の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどラかの設定をします。 

- Disabled (標準値） . 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 

- Enabled . 八ードウエア診断テスト機能を有効にする 
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■ USB Sleep and Change 

USB の常時給電の設定をします。 

初期設定では 「 Disabled 」 に設定されています。 「 Enabled 」 に設定を変更することにより本 
機能び使用可能になります。 

「 Enabled 」 には Mod 卜1 / Mode -2 の2つのモード設定びあります。通常は Mode -1 に設定し 
てください。 

Mode -1 で本機能を使用でさない場合は、 Mode -2 に設定を変更してください。 

ただし、外部機器によってはどち日のモードに設定してち、本機能を使用でさない場合びあり 
よ9 〇 

この場合、 「 Disabled 」 に設定を変更し、本機能の使用を中止してください。 

- Enabled ( Mode - l ). 有効にする 

- Enabled ( Mode - S ). 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

MM CONFIGURATION 

■ Device Config . 

ブート時に BIOS び初期化する装置を指定します。 

- Setup by OS (標準値） ........ OS を□ー ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それじ(外の装置は 0 S び初期化します。 

• All Device . すべての装置を初期化する 

プレインス I ルされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0引（標準値）を選択するこ 
とを推奨します。 


MM BATTERY 

■ Battery Save Mode 

バッテ U セーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 

「User Setting 」 を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は;欠のように表示されます。 

— •User Setting (設定例）一 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright* 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


- •Full Power (標準値)- 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Super-Bright* 
Cooling Method 

=Maximum Performance 


- •Low Power - 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright*' 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


*] AC アダプタを接続している場含の表示内容です。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、" 

「Processing Speed 」 またはに001 in 旨 Method 」 の外に移動します。 

次に 「BATTERY SAVE OPTIONS I ウインドウの項目について説明します。 


キーを巧して選択項目を 
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• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 


- High . 処理速度を高速に設定する 

- Low . 処理速度をほ速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くなることびあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費をほ減する 

- Disabled . 電力消費をほ減しない 

• LCD Brightness ( LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Cooling Method ( CPU 熱制御方式） 

CPU の熱ををます方式を選択します。 CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Coolin 呂 Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、をにフアンを 

使用して冷却します。 

- Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、苗こフアンを 

使用して冷却します。 


に 001 in 吕 Optimized 」 よりもフアン音び静かな巧態を保ち 
温度を下げます。 

- Performance . パソコン本体内部の温度び上昇したときに 、 [Maximum 

Performance ] と [Battery Optimized ] の中間的な方法 
でを却します。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、苗こ CPU の処 

理速度を落として冷却します。 

[ Performance ] より消費電力はかなくなります。 


■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


- Auto . バッテ I 」動作中かつ PCI Exp 旧 SS デバイスび使用されてい 

ないとさに、消費電力を抑えます。 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先させます。 

- Enabled 鳩準値） . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費電 

力を抑えます。 

■ Enhanced C-States 

Enhanced C - States では、電力消費のほ減を設定します。 

- Enabled 鳩準値） . 消費電力を低減する 

- Disabled . 消費電力をほ減しない 
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MM DRIVES I/O 

■ Built-in HDD 

八ードディスクドライブの設定を表おします。 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□ーラモードを設定します。 
モデルによっては表示されない場合ちあります。 


- AHCI (標準値) . Windows Vista 用のモード （ AHCI ) です。 

- Compatibility . レガシ ー OS 用で AHCI 対応のドライバを使わない場合は、 

こち日のモードを使用してください。 


gTtl PCI BUS 

■ PCI BUS 

PCI ノ（スの割り込みレベルを表示します。変更はでさません。 

m SECURITY CONTROLLER 

■ TPM 

TPM ( Trusted 円 atform Module ) を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値） . TPM を有効にしない 

- Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、なのよラに操作してください。 

① 力ーソルパーを 「 TPM 」 の 「 Disabled 」 または 「 EnabledJ にあわせ、 | SM び または 

BACKSPACE I キーを巧ず 

画面下部にに ave changes to Security Controller now ? ( Y / N)J と表示されます。 

② [ Z ] キーを巧ず 

設定び変更されます。 

■ Clear TPM Owner 

「 TPM 」 で Enabled 」 に設定した場合のみ、表示されます。 

所有ち登録とユーヴ登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用ち（管理ち）を変更するといラよラに、 TPM © 
使用を中止する場合に行ってください。 

①力ーソルバーをに lear TPM Owner ] に合わせ、1 5 M び| または | MCKSM び| キーを巧す 

画面下部に 「Press a key in the turn of [ Y ], 旧，！; S ] and [ Enter ].」 と表示されます。 

(DrvEsj と入力し （囚因回 キーを f 甲す)、 医をを司 キーを巧す 

「 TPM 」 の設定び Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更され 、 「Clear TPM Owner 」 は表 
示されなくなります。 
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mm 


操作にあたって 


所有ち登録とユーヴ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能び使用できなくなりま 
す。このため、管理者の権限を持たないユーヴび 「SECURITY CONTROLLER 」 を操作でをな 
いように設定することをおすすめします。 

管理をしソ外のユーザの制限について 

[Trusted Platform Module 取扱説明書巨ま芝バスワードユーティ U ティ』 

所有者登録とユーヴ登録を削除した後に、 TPM の使用を再開する場合は、もラ1度 TPM へ所ち 
を登録やユーヴ登録を行ラ必要びあります。 


la DISPLAY 

■ Power On Display 

起動時の Windows □ゴを表示する表示装置を選択します。 

- Auto-Selected (標準値） ..... システム起動時に外部ディスプレイを接続しているときは 

外部ディスプレイだけに、接続していないとさは本体液晶 
ディスプレイだけに表示する 

- LCD + Analog RGB . 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 

SVGA モードに対応していない外部ディスプレイを接続して 、 「LCD + Analog RGB 」 を選 
択した場合、外部ディスプレイには画面び表示されません。 

■ LCD Display Stretch 

本体液晶ディスプレイの解像度の伸張を選択します。 

- Enabled (標準値） . 解像度のルさい表示モードを伸張して表示する 

- Disabled . 解像度のルさい表示モードは伸張せずにそのまま表示する 

■ Multi-Field Driving 

液晶ディスプレイの省電力機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled . 液晶ディスプレイの消費電力を抑えることびでさます。 

- Disabled (標準値） . DVD - Video 再生などの動画表示は、こち日の設定を推奨し 

ふ^ 〇 


lOF 

■ Intern 


PERIPHERAL 


旧 1 Pointing Dev に e 

タッチパッドを使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . •(ま用しなし、 
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EE1 LEGACY EMULATION 

■ USB KB/Mouse Legacy Emulation 

USB キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行ラ 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスび使用でき 
ます。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

■ USB-FDD Legacy Emulation 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行ラ 

ドライバなしで USB フ□ッピーディスクドライブび使用で 
きます。フ□ッピーディスクから起動する場合は 、こちら 
に設定します。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

ruSB-FDD Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても、旧 ] 「BOOT PRIORITY 」 

の 「Boot Priority 」 び標準値の 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 の場合は、本体八ード 

ディスクから起動します。 

■ USB Memory BIOS Support Type 

コンピュータの起動に使用する US 日フラッシュメモ u に関する設定をします。 

- HDD (標準値） . USB フラッシュメモ U を HDD としての優先順位は 、 「Boot 

Priority 」 での HDD の順位になります。他の HDD との優先 
順位は 、 「HDD Priority 」 で設定できます。 

- FDD . USB フラッシュメモ U を FDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の 
順位になります。 


KS 口口 LAN 

■ Built-in LAN 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどラかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ Wireless LAN 

無線 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 
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パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

•インスタントセキュ U ティ状態やノ（スワード保護の設定をしたスク U —ンセーノ（を解除す 
るとさ 

インスタントセキュリティ機能「2章 D - の-网キーを使った特殊機能キー」 

• ユーザパスワード、スーパーバイザパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態から復帰するとさ、東芝パスワードユーティ U ティを起動し 
て設定するとさ 

ユーヴパスワードやスーパーパ'イヴパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどにパス 
ワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴパスワードを登録してください。 

スーパーパ'イヴパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人び使用します。スー 
パーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードをミ日日ないユーヴは、 

BIOS セットアップの設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

• HDD パスワード 

八ードディスクを起動するとさ 


ここでは、ユーヴパスワード/スーパーバイヴパスワードや HDD パスワ- 
ク ン *1 の作成方法について説明します。 

* 1パスワードの代わりに使用でさる SD メモリカードです。 


ドの設定方ま、卜一 


メモ 


スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力して< ださい。 


mm 

•パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用している機種をお 
認後、近くの保守サービスに依頼してください。 

パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は有償です。 HDD バスワードを忘れてしまった 
場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でさなくなり、交換対応となります。 

この場合を有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の巧示び 
必要となります。 
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I パスワードとして使用でをる文を 

パスワードに使用でさる文字は;欠のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

日] 23456789 

記号の一部（半角） 

. (スぺース）など 

使用でさない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 
【例】漢字、カタカナ、ひらびな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半ち） 

【例】1 (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 

-他のキ ー( SHIFT キーや CAPSLOCKmH キーなど）と同時に使用し 
ないと入力でさない文字 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記 r 使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 


ーザパスワード 


ユーヴノロワードの登録は、「東芝ノ（スワードユーティ U ティ」を使用することをおすすめします。 
また登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■まちパスワードユーテイリテイでの設定 

■登録 


[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリテイ]一[パスワードユーティリテイ]をクリックする 


[登録]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの登録]画面び表示されます。 
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il パスワードセキュリティ 



[入力]にパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさる夕字「本節-バスワードとして使用でさる文字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認できま 
せん。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認入力]に手順且で入力したパスワードをもう1度入力する 

xfit メモ 

•[ユーヴパスワードの登録]画面で[同時に HDD ユーヴパスワードに同じ文字列を登録ず 
る。]にチェックをしておくと、ここで設定したユーヴパスワードび HDD パスワードワード 
としてち登録され、手順0で登録のお認画面び表示されます。 

HDD バスワード体節团 HDD バスワード」 


[登録]ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 

入カ エラーの メッセージび表示された場合は、 [0 ロボタンをク U ックして画面を閉 
じ、手順0か日操作をやり直してください。 

パスワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセージび表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管しておけ 
ば、パスワードを忘れた場合、本機または本機 LU 外の機器でパスワードを確認するこ 
とびでさます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
い。 

[0K ] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保を]画面び表示されます。 

パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルの保を先は、フ□ッピーディスクなどの外部記憶メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① メディアをセットする 
⑤ [保をする場所]で保を先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保ち]ボタンをクリックする 
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必要に応じて、[パスワードの注釈]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パソコンの電源を入れてパスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び 
表示されます。 

文字は1行につき最大40文字、最大已行目まで登録できます。この範囲外に入力した 
文字は登録でさません。使用でさる文字列はユーヴパスワードと同様です。 

ノ（スワード文字列そのちのを登録しないでください。 

。 [OK] ボタンをクリックする 


• パスワードファイルをイ呆存した外部記憶メディアは、安全な場所にイ呆管してください。 


■ 卜ークンの作成 

I クンとは、パスワードの代わりに使用することびできる SD メモ U 力ードです。トークン 
は、ユーヴアカウントをコンピュータの管理者に設定しているユーヴのみ作成できます。 

I クンを作成するには、フォーマット済みの SD メモ U 力ードび必要です。あらかじめ用意 
しておいてください。 

また、一部のフォーマットあ式には対応しておりません。 

対応していない SD メモ U カードをセットした場合は、警告メッセージび表示されます。その 
場合は、別の SD メモ U 力ードを使用するか、 r 東芝 SD メモ U 力ード フォー マット」で フォー 
7ットしてください。 

SD メモ1」力ードのフォーマット 

に 章且- 田] SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードを使う前に」 

£5 メモ 


• I クンには、 SDHC メモ U 力ードは対応しておりません。 


I -ークンの作成は、パスワードを登録済みの場合のみ行えます。あらかじめパスワ- 
しておいてく ださい。 

r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ1」ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 


ドを登録 


[作成]ボタンをクリックする 
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の 





















r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について体節巧]バスワードの入力」 

悄リ除]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除]画面び表示されます。 

悄リ除]ボタンをク U ックする 

確認画面び表示されます。 

[0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除認証]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について体節因]バスワードの入力」 

認証は、 r 東芝パスワードユーテイ U テイ」を起動したときと同じユーヴ権限で行つ 
てください。 


トークンを作成.使用した後は、忘れずに SD 力ードス□ットから SD メモ U 力ードを 
抜き、安全な場所にな管してください。 


パスワードセキュリティ_ 

表示されたメッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

[|-ークンの作成認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について体節团バスワードの入力」 

認証は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴ権限で行っ 
てください。 

[ユーヴ I クンの作成]画面び表示されます。 

SD メモリカードをセットする 

[SD 力ードのドライブ]で SD メモリカードのドライブを選択する 

[作成]ボタンをクリックする 

I ークンび作成されます。 


表示されたメッセージ①內容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 


K ム環境の変更 
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表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 


を更 


r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

[変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの変更]画面び表示されます。 

Q [入力]に新しし、パスワードを入力する 

Q [確認入力]に手順且で入力したパスワードをもう1度入力する 

[変更]ボタンをクリックする 

確認画面び表示されます。 

[0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、今回手順0、〇で入力 
したちのではなく、登録済みのパスワードまたは I -ークンを使用してください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

認証は、 r 東芝パスワードユーティ U ティを起動したときと同じユーヴ権限で行って 
ください。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
い。 

パスワードファイルの作成方恐ん r 本項■■-登録」の手順 D を確認してくださ 
し、。 
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Q BIOS セツトアップを起動する 


力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

I SPACE ] または [BACKSPACE j キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用でさる文字は、「東芝パス 
ワードユーティ U ティ」の場合と同様です。 

回/^ キーを 押す 

パスワードび確認され 、 「New User Password 」 び 「Veilfy User Password 」 に 
変わって表示されます。 

もう1度パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをちラ]度入力してください。 

|f/v7r/?| キーを押す 

パスワードび登録され 、 「User Password 」 び 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージ 
び表示されます。手順0か日やり直してください。 

■ BIOS セットアップの終了ち法 

BIOS セットアップの終了方法は、次のとおりです。 

@ +已キーを押す 

本製品では、@+0び居を g キーの機能を持ちます。 

「Are you sure ? ( Y / N ) The changes you made will cause the system to 
reboot 」 と表示されます。 

Q 囚キ-を押す 

■ 設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 


パスワードセキュ U テイ 


BIOS 七ットアップでの設定 


システム環境の変更 
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削除 


Q BIOS セツトアップを起動する 


力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

欧な巧または [BACKSPACE I キーを押す 

パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

IfA / TTRl キーを押す 


「User Password 」 び 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順0で入力 した) (スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音び鳴 
りエラーメッセージび表示されます。手順0からやり直してください。 

LfA / TtRl キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

| fA /7~ fR | キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除され 、 「User Password 」 び 「Not Registered 」 に変わって表示 
されます。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、じ(後パスワードの項目にカーソルび移動 
でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ]度設定を行ってくだ 
さぃ。 

BIOS セットアップの終了方法は、「本項 D - B の S セットアップの終了方法」を確認してく 
ださい。 
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を更 


Q BIOS セツトアップを起動する 


力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

I が / A び I または I BACKSPACE |キーを押す 


パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 


キーを 押す 

「User Password 」 び 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

新しし、パスワードを入力し、 面而两1 キーを押す 

「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

3手順且で入力したパスワードをもう1度入力し、画西]キーを巧す 

パスワードび変更され、 「 UserPassword 」 び 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。 

手順0と手順0で入力したパスワードび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順0か日やり直してください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章已-の - D 終了』を確認してください。 


回 


スーパーバイザパスワード 


r 東芝ノ（スワードユーティ U ティ」で 、 Windows 上か日スーパーノ（イヴノ（スワードの設定や設定 
の変更びでさます。 

日の S セツトアップでち登録することびでさます。 


ぶすメモ 


先にユーヴパスワードび登録されている場合は、スーバーバイヴパスワードの登録はでさません。 
スーパーパ'イヴパスワードとユーヴパスワードを両ち登録する場合は、1度ユーヴパスワードを削除し、 
スーバーバイヴパスワードを登録してからもう1度ユーヴバスワードを登録してください。 

スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 
スーパーバイヴパスワードを登録すると、ユーヴーポ U シーを設定できます。ユーヴーポ U シーとは、 
複数のユーヴで J くソコンを使用している場合の、ちユーヴの権限を設定する機能です。 
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ur まちパスワードユーテイリテイ J での設定 

I 起動方法 _ 

H [スタート]ボタン（括 n 一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

f rc：¥Program Files ¥ TOSHIBA ¥ PasswordUtility ¥ TOSPU.exeJ 

と入力する 

B [0 K ] ボタンをクリックする 

[東芝パスワードユーテイ U テイ]画面び表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードまたはトークンで認証を行ってくださ 
い。 

Q [スーパーバイザパスワード]タブをクリックする 

反^ メモ 

• 店图キーを押しなびら電源を入れて起動ドライブを還択したい場合は、「ま芝パスワードユーテイ U 
テイ」の[スーパーバイヴパスワード]タブで、[ユーヴポリシーの設定]画面の [ HW セットアップ 
/ BIOS セットアップの使用を許可する]のチェックをはずさないでください。 

チェックをはずしていると、17721キーを押しなびら電源を入れてち、起動ドライブの選択びでさません。 

臣1吾キーで起動ドライブを変更ずる方法「2章 D - B 起動するドライブを変更する場合」 

•「ま芝パスワード ユーテイ U テイ」 の[スーパーバイヴパスワード]タブで、 [ユー ヴポ1」シーの設定] 
画面の [ユー ヴパスワードの登録/変更を強制する]をチェックすると、なのよラに設定されます。 

-ユーザバスワードが登録されていない場合 

設定をの1回目の起動時に 、 「New Passwo 「 d =」 と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を行ってください。 

-ユーザバスワードが登録されている場合 

設定後の起動時の 「 Password =」 で、ユーヴバスワードを初めて入力したときに 、 「New 
Password =」 と表示されまず。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 

「Verify Passwo 「 d =」 に 「New Passwo 「 d =」 で入力したパスワードをもう一度人力すると、 ユー 
ヴパスワードび登録/変更されます。 
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操作方法 


■登録、削除、変更 

スーパーパ'イヴパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ I 」 
ティ」でのユーヴパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴノ（スワードの設定を確認してください。 

ユーヴバスワード「本節ま芝バスワードユーティ1」ティでの設定」 

なお、スーパーパ'イヴパスワードを削除すると、ユーヴパスワードち同時に削除されます。 

■ 一般ユーザの操作を制限する 

スーパーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードを知日ないユーヴは「東 
芝 HW セットアップ」の設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

スーパーパ'イヴパスワードを登録した状態で、巧の手順を実行してください。 

スーパーバイザパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について体節团バスワードの入力」 

[スーパーバイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の[変更]ボ 
タンをクリックする 

[ユーヴポ U シーの設定]画面び表示されます。 


Q 操作を許可する項目をチェックする 
0隱定]ボタンをクリックする 


表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

[ユーヴポ U シーの設定認証]画面び表示されます。 

スーパーノ（イヴノ（スワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]パスワードの入力」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 
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BIOS セットアップでの設定 

BIOS セットアップでち、スーパーパ'イヴパスワードを登録することびできます。 

I 操作方法 _ 

■登録 

BIOS セットアップの 「 PASSWORD 」 の [Supervisor Password J で登録できます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーヴパスワードの登録方法と同様です。 

ユーヴノ（スワードの登録を確認してください。 

「本節 11 1- 登録」 

■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴパスワードを登録してしまうと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イヴノ（スワードの削除と変更びでさません。 

その場合は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本節田-眶■ま芝バスワードユーティ U ティでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴパスワードを登録してしまラと、次の 
操作ち制限され、設定びでさなくなります。 

- BIOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 

. ドた]キーを巧しなびら電源ボタンを巧して、起動ドライブを選択する 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴパスワードの削除をしてか日、 
操作を行ってください。 


パスワードの入力 


パスワードの代わりにトークンを使ラことちでさます。 

I 電源を入れたとを/化止げ態か6復帰すると定 


パスワードび設定されている場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面び表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

I 設定したとおりにパスワードを入力し、 向乃两1 キーを巧す 

Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直してください。 

137 


システム震の変更 



















H パスワードセキュ U テイ 


■ 卜ークンを使う 

V トークンをセットする 

あ日かじめ!-ークンをセットしておいてか日電源を入れると、自動的にパスワードび 
解除されます。 

■指紋認証を使う 

V タッチパッドの横にある指紋センサに指をのせ、手前側にすべ5せる 

指紋認証「本章 D 指紋認証を使ラ」 

I まちパスワードユーテイリテイを起動したと宝 _ 

ユーヴパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユーテイ U テイ」を起動すると、認証 
を巧める画面び表示されます。なの方法で認証を行います。 

I クンでの認証は、ユーヴアカウントをコンピュータの管理をに設定しているユーヴのみ行 
ラことびでさます。 

■パスワードを入力する 

Q 認証をホめる画面び表示された5、パスワードを入力する 
P [確認]ボタンをクリックする 

■ 卜ークンを使う 

Q 認証をホめる画面び表示された5、 I クンをセットする 

■■パスワードをちれてしまつた場合 

ユーヴ/スーパーバイヴパスワードを忘れてしまった場合は、なの方法で確認または解除して 
ください。 

• パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードび必要になった場合は、本機 L ソ外の機器で確認してください。 

• 卜ークンを使用して登録したパスワードを解除する 

上記の方法でノ（スワードの確認または解除できなかった場合は、近くの保守サービスに相談し 
てください。パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとさ、 
身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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H パスワードセキユ U テイ 


HDD パスワード 


HDD パスワー问ホ、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


mm 注意事頃 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



•万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解除でさません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永久に使用でをなくなり、八ードディスクドライブの交換巧 
応となります。この場合、ち償での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用でさなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧してち、当社は一切責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワー问ホ、ユーヴ HDD パスワードとマスタ HDD パスワードの2つを設定することび 
巧能です。 

■ユーザ HDD パスワード 

さパソコンの使用を自身び設定することを想定したノ（スワードです。 

マスタ HDD パスワードを削除すると、同時にユーヴ HDD パスワードち削除されます。 

■マスタ HDD パスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

マスタ HDD パスワードはユーヴ HDD パスワードの代わりに使えます。ユーヴ HDD パスワード 
を忘れた場合でち、マスタ HDD パスワードを入力して八ードディスクドライブにアクセスでさ 
ます。マスタ HDD パスワードを使用してユーヴ HDD パスワードを変更することちできます。 
なお、マスタ HDD パスワードのみを登録することはできません。 

組織などでマスタ HDD パスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーヴに対して 
パソコン本体を配巧する前に、あ日かじめ管理者び日 lOS セットアップでマスタ HDD パスワー 
ドと仮のユーヴ H D D パスワードを設定しておく必要びあります。 

ユーヴ HDD パスワードとマスタ HDD パスワードの登録、削除方法は同じです。じ(降は、ュー 
ヴ HDD パスワードの設定を例に説明しています。 
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il パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの登録 


マスタ HDD パスワード （Master Password ) の項目は、 BIOS セットアップの 「HDD 
Password Mode 」 び fMaster + UserJ の場合のみ表示されます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてユーヴ HDD パスワードの設定を行います。 


Q BIOS セツトアップを起動する 


力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

I 化 A びず たは I BACKSPACE |キーを押す 


パスワードび入力できる巧態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用でさる文字は、ユーヴパ 
スワードの場合と同様です。 

ユーザバスワードに使用できる文字「本節-バスワードとして使用でさる夕字」 

パスワードは]文字ごとに*び表示されますので、画面で確認でさません。よく確認 
してか日入力して < ださい。 

キーを 押す 

パスワードび確認され 、 「New User Password 」 び 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

パスワードを入力する 

^確認のため、手順0と同じパスワードをちラ]度入力してください。 

両司キ—を押す 


パスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージび表示されます。手順0か日やり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章 日-の-1 
メモ 


終了』を確認してください。 


r まちパスワードユーティ U ティ」でユーヴパスワードを設定している場合、同じパスワードを使え 
ば HD □パスワードを設定することびでをます。 
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H パスワードセキュリティ 


登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 


S enter ]- 

「User P , 
手順 0' 


| fA /7~ fR | キーを押す 

「User Password 」 が [New User Password ] に変わって表示されます。 

手順0で入力 した) (スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音び鳴 
りエラーメッセージび表示されます。手順0か日やり直してください。 


f fA / KR | キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

「New User Password 」 び [Verify User Password ] に変わって表示されます。 

» fA /7~ fR | キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 

BIOS セットアップの 「HDD Password Mode 」 で 「 Master 十 User 」 を還択した場合は、マ 
スタ HDD ノ（スワードの削除を行ラと、同時にユーヴ HDD ノ（スワードち削除されます。 

ユーヴ HDD パスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了方湖ホ、『取扱説明書2章已-の終了』を確認してください。 


HDD パスワードの変ち 

己 IOS セットアップを起動する 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 
Ism び」 または BACKSPACE I キーを押す 

パスワードび入力でさる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

ユーヴ HDD パスワードを入力してください。またはユーヴ HDD パスワードの代わり 
に、マスタ HDD パスワードを入力することちできます。この場合、マスタ HDD パス 
ワードを使ってユーヴ HDD パスワードを変更することびでさます。 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 
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Q BIOS セツトアツプを起動する 

f 力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Re 留 stered 」 に合わせ、 

が 4 び I または MOC が / A び I キーを 押す 

パスワードび入力でさる状態になります。 


HDD パスワードの削除 
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H パスワードセキュ U テイ 


If / VTTRl キーを 押す 

「User Password 」 び [New User PasswordJ に変わって表示されます。 

手順0で入力したパスワードび正しくなし場合は、エラーメッセージび表示されま 
す。手順 H か日やり直してくださし、。 


新しいパスワードを入力し、 面^ キーを押す 

「New User Password 」 が [Verify User Password ] に変わって表示されます。 

回手順日 で入力したパスワードをもう1度入力し、 向 \/7 西] キーを押す 

パスワードび変更されます。 

手順0と手順0で入力したノ（スワードび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順0か日やり直してください。 

日 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章已-の - D 終了』を確認してください。 


HDD パスワードの入力 


HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「HDD Password =」と表示されま 
す。 

この場合は、なのよラにするとパソコン本体び起動します。 

設定したとおりに HDD パスワードを入力し、居^キーを押す 

Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

HDD パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源 
を入れ直して < ださい。 
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指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に代 
えて本人であることを証明する機能です。キーボードか日パスワードを入力する代わりに、登 
録した指を指紋センサ上にすべ日せるだけで、次のことび実行でさます。 

• Windows □グオン 

•インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• スク U —ンセーパ'の解除 

•パソコン本体起動時のユーヴパスワードまたは HDD パスワードの入力 
•スリープか日の復帰 
•ファイルやフォルダの暗号化 

詳しくは指紋認証ユーテイ U テイのヘルプを参照してください。 


指紋認証の操作あたって 

あらかじめ、附録 11- lEl 指紋認証について」を確認してください。 



4 I 指紋認証をほ3 



本製品には「指紋センサ」と r 指紋認証ユーティ U ティ（東芝フィンガープ U ントセキュ U 
ティ）」び用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行ラ方法について説明しま 
す。 


システム環境の変更 
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凸指紋認証を使う 


2 


Windows □グオンパスワードを設定する 


r 指紋認証ユー了ィ U 了ィ」の設定や登録をするためには 、 Windows □クオンパスワードを設 
定しておく必要びあります。 Windows □グオンパスワードを設定していない場合は、次の手 
順で設定してください。 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、「本節团指紋を登録する」に進 
んでください。 


凸 

曰 

凸 

凸 


操作方法 

[スタート]ボタン（盾!）一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 
[%ユーザーアカウント]をクリックする 
[ミをユーザーアカウント]をクリックする 
[アカウントのパスワードの作成]をクリックする 
惭しいパスワード]にパスワードを入力する 

パスワードは半角英数字で、 ] 27文字まで入力でさます。英字の場合、大文字とル文 
字は区別されます。入力した文字は「♦♦♦♦」で表示されます。指紋認証の利便性、 
安全性のメ U ットを生かすために、より長いパスワードを設定してください。登録さ 
れたパスワードは、忘れたとさのために必ず控えておさ、安全な場所に保管してくだ 
さい。 




指紋認証の操作あたって 


あらかじめ、「付録 II - 指紋認証について」を確認してください。 


因^キーを巧す 

力ーソルび惭しいパスワードの確副に移動します。 

もう1度パスワードを入力する 

必要であれば、パスワードを忘れたときにパスワードのヒントになる語句を[パス 
ワードのヒントの入力]欄に入力してください。ヒントを入力しておくと、パスワー 
ド入力画面でヒントを見ることびできます。ヒントを見て思い出すよラなパスワード 
にしておけば、わか5なくなるむ配はありません。 


[パスワードの作成]ボタンをクリックする 
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□ 指紋認証を使ラ 


「コンピュータの管理者アカウント」のユーザで[ファイルやフオルダ 
を個人用にしますか？]画面び表示された場合は、[はい、個人用にし 
ます]ボタンをク U ックする 

ファイルやフォルダを共有する場合は、[いいえ]ボタンをク U ックしてください。 


3 


指紋を営録する 


Windows □グオンパスワードを設定した日、「指紋認証ユーティ U ティ」で、指紋を登録しま 
す。巧の手順を実行してください。指をけびしたとさなどのために、2本じ(上の指を登録して 
ください。 

r 本節回 Windows □グオンバスワ-ドを設定する」 

指紋センサには、最大限 2] パターンまでの指紋を登録するエ U アび確保されています。（それ 
しソ上登録でさる場合ちあります。）複数のユーヴでパソコンを使用している場合は、全ユーヴあ 
わせてこの最大パターン数登録でさます。例えば、 2] パターンまで登録でさる状態で、 ] 人で 
10パターンの指紋を登録した場合、他のユーヴび登録でさるのは、計]]パターンまでです。 

I 指 紋センサに指紋をうまく読み取5せるには _ 

指紋センサに巧して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関節 
を軽く指紋センサ中央の上におく 


第1関節か5巧端にかけて、指のは5部分び指紋センサに触れるように 
手前に水平に引く 

指先だけ指紋センサにのせると、指紋び認識されない場合びあります。第]関節か日 
先端にかけて指のはらの部分び指紋センサに触れるよラに、ゆっくりとスライドさせ 
てください。 
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凸指紋認証を使う 


mm 操作方法 

r 指紋認証ユーテイ U テイ」でユーヴ登録を行います。ユーヴ登録では、 Windows のユーヴア 
カウントとその□グオンパスワードを登録した後、そのユーヴアカウントで□グオンし、認証 
で使用する指（指紋）を登録します。また、登録した Windows □グオンパスワードは、「指紋 
認証ユーテイ U テイ」の各種機能を使用するためのマスタパスワードとしてち使用します。 

封メモ 

• Windows □グオンパスワードは指紋認証の代わりに使用できますが、指紋のユーヴ登録など一部の機 
能は Windows □グオンパスワードで代用することはでさません。 


Q 指紋を登録するユーザアカウントで□グオンする 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TrueSuite 
Access Manager ] 一 [TrueSuite Access Manager ] をクリック 
する 


[ Windows パスワード入力]に Windows □グオンパスワードを入力 
し①、[次へ]ボタンをクリックする⑨ 


r TfveSui ね Access Manager 垣巧鼠 IEV フトウェア 

巧普 たなが： ■, 

m * ' TrueSuite Access Ma 

xo-v "w > 方•〇贿宝 

naqer 

〇 K- シレ ？ ヘルプ 



[ユーヴーの指紋]画面か表术されます。 


指紋を登録する指をチェックする 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指じ(外の指を登録することおすすめし 
ます。 

なお、[ユーヴーの指紋]画面び表おされてか b 約2分 j ツ内に次の操作を行わないと、 
居吾証]画面に戻ります。 


«； TrueSuite Access WanaoQr ち巧国 EE シフトウエ只 


6 普 二 T なが （ ■，じつ一い t* Aw 

m i ' TrueSuite Access Manager 

l ■ち辛 な K- シレ そヘルプ 


ューサーの店苗 

き»ヒ比ューヴ5巧!町5)：|»の居陆ヴ>力巧け巧すをプ〇11又です。）の上の阳ン？則ッウしでき因巧!)加てげむ、齡し 
な 旨の话 iBt るに比 を诗 しモ) 防宙 》«ィ>—ンち5わルてけ巧い。 


!□□□□□ □□□□□) 



[指紋登録]画面が表示されます。 
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□ 指紋認証を使ラ 


画面に表示される説明と動画をよく見て、[巧へ]ボタンをクリックする 

動画は1回再生した後停止しますび、[ビデオ再生]をク U ックするとちう]度再生され 
9 〇 


居追なサンブルの巧ホちまを«設しまず • 正しく巧巧ずる£めに、な面の: iiOC ち巧することを巧畳し 
まず。 


. しっかりとお巧たるをめ、巧をわンサ-や AI こきいてください。 
• 巧がンサづ)上I巧たくを t くだな、 

• 巧の男-班励 W からスモ切5輒占してくだな、 

. 巧をだ■/サ -1 こを宙が細でおれします。 

• 巧なしだち口旨を巧ら巧いでくだな、 



ビデオを A ちす 

17さおでチ丄ートリ刈をが T れ 


【I [ ;れ> 


私ンた;レ」 


[スキャン練習]画面び表示されます。 


L . fl タッチパッドの真ん中にある指紋センサに指を軽く乗せ、手前側にすべ 
5せる 

第]関節を指紋センサの上に置さ、手前に引くよラにすべ日せてください。 

このとき、タッチパッドに触れないよラに気をつけてください。 


◎ 



同じ指を3回認識させてください。指紋センサに指をすべ日せると、画面の3つの 
ボックスに、]回ごとの指紋データの読み取り結果び表示されます。 

読み取りに成な]すると、ボックスの下に「良いイメージ」と表示されます。3回成な 
するまで繰り返し認識させてください。 


スキ々ン巧普 

巧け旨を云巨旣みなって、.巧型ちが了 す。 


「巧坦な市。てく巧 



I ! ——— げ巧巧号る - ——— II 


''»曰のか力化して巧《ほ若5|8ゥて^、 


J _キ*ン松レ」 
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凸指紋認証を使う 


3回とち指紋データの読み取りに成な]すると、 r 練習は成な]しました。」と画面下部に 
表示されます。 



スキ々ン巧普 

间け旨ご回结みなって、.巧型お》了 す。 



I ―脚の脚しましん柏 C 脚が j がしで/ MI 91 扔しで<巧 C 、 


スキクフ 



[巧へ]ボタンをクリックする 

[指紋イメージの読み取り]画面び表示されます。 

タッチパッドの賣ん中にある指紋センサに指を軽く柔せ、手前側にすべ 
5せる 

第]関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすベ日せてください。 

ここで登録指紋をできるだけ精細に読み取日せることで、認証率を向上させることびで 
さます。 

同じ指を3回読み取日せます。]回成なするごとに画面中央の枠に指紋び表示されます。 



ち巧皇録 


おがイ：*ープの読み巧り 
巧を読みのゥてくだすい。 

激欄 f 觸1!鱗 
さ ' H 管蟲 Hif 識 

12 3 

(D(DO 

巧おまみ巧って < だか。 


<民る 1 申 V ンかレ1 


3回とち指紋の読み取りに成なすると、[ユーヴーの指紋]画面び表示され、登録した 
指を示すボックスに指紋イラストび表示されます。 





































































□ 指紋認証を使ラ 


口1 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 



違う指で手順 D ^且^ 〇を繰り返す 

かなくとち2本の指を登録してください。 


[終了]ボタンをクリックする 


t TfveSuite Access Manaosr ち技置註 ン 7 トウエア 

«5 普 _ : f なお ；( B ，似-ド K ゾ 

m * 一 TrueSulte Access Manager 

をス • ィル 6 * 

9 K - シレ 

ぃ ’'’ _ 


ューサーの店 a 

き垃こリ._-プ5巧5|け5«1|の居垃りソカけ1韦£«す5ブ[]亡又です。）の上の术？ン？則ッウし-き因«)加て<ない。き 
——<‘—‘11"——’-— し t) 防ち柏りーンち5わルてけ巧い。 


たI旨の巧||垃すを因I至好し） 

□ □ □ □ □ 


□ □ □ 
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凸指紋認証を使う 


I 指紋び認証されると画面に[成;めしました]と表示され、 Windows に□グオンします。 

指紋認証びラまくいかなかった場合は、警告メッセージび表示されます。また指紋認証を連続 
して已回じ(上失敗すると、約2分の間、指紋認証を使用できなくなります。指紋認証びラまくい 
かない場合は、キーボードからパスワードを入力して、 Windows に□グオンしてください。 


指紋認証を巧う 


指紋を登録すると、指紋センサに指をスライドさせることで、 Windows へ□グオンできます。 
また、パソコンを複数のユーヴで使用している場合、ユーヴの選択ち省略でさます。 

mm 操作方法 

V パソコンに電源を入れる 

Windows び起動し、認証のための画面び表示されます。 

Q 指紋登録した指の第1関節を指紋センサの上にのせ、手前側にすべらせる 
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□ 指紋認証を使ラ 


その他の使いかた 

I パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

■パソコンの起動時 （ Pre - os 指紋認証） 

パソコンの起動時に、ユーヴパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用するこ 
ともできます。事前にユーヴパスワードや HDD パスワードを登録しておいてください。 

幻メモ 

• Pre-OS 指紋認証を使用するためには、ユーヴパスワードの登録び必要です。 

ユーザバスワード、 HDD バスワードの登録方ま「本章0バスワードセキュ U ティ」 

また、指紋認証をユーヴノ（スワードや HDD ノ（スワードの代わりに使用するための設定も必要で 
す。 

設定の詳細『指紋認証ユーティリティのヘルプ』 

ユーヴパスワードや HDD パスワードの指紋認証に続けて已回失敗すると、指紋認証びできなく 
なります。その場合は、キーボードからパスワードを入力し口（ソコンを起動してください。 
また指紋認証画面び表示されているときに、キーボードか日パスワード入力をしたい場合は 
~^ C な M な^ キーを巧してください。キーボードか日のパスワード入力び巧能になります。 

指紋認証のパスワード入力について —— 

•あらかじめ、附録 11- lEl - 指紋認証のパスワード入力について」を確認してください。 


■スクリーンセーバの解除 

次のよラに設定します。 

① [スタート]ボタン（〇)一 [コント□-ルパネル] 一デスクトップのカスタマイズ] 
をク I 」ックする 

② [おスク U - ンセーバーの変更]で[再開時に□グオン画面に戻る]をチェックする 

* バソコン本体に複数のユーヴび登録されている場合は、[再開時に□グオン画面に戻る]び表示されます。 

■スリープからの復帰 

なのよラに設定します。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]一[毒バッテ U 設定の変更]をク 
1」ックする 

② [電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

④ [追加の設定]の腹帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテ U 駆動]および區源 
に接続]を[はい]に設定する 
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凸指紋認証を使う 


I }旨紋データのバックアップをとる 

登録してある指紋データをバックアップすることびできます。バックアップしておくと、リカ 
バリしたとさなどに指紋を再登録しなくてちすみます。また、別のパソコンで指紋認証を使用 
したいとさに、指紋データを登録しなくてちすみます。 

設定の詳細『指紋認証ユーティ IJ ティのヘルプ』 

I パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
ふ;^ 〇 

指紋データの消去『指紋認証ユーティリティのヘルプ』 

封メモ 

• Password Bank (インターネットのホームぺージで指紋認証による ID、 パスワードを入力する機能) 
は、 Internet Explorer で動作します。 


I ヘルプの起動方法 _ 

H [スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TrueSuite 
Access Manager ] 一 [ Documents ] をクリックする 
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TPM をほ 3 


本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) び用意されています。 

■■TPM とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computin 邑 Group ) び策定した仕様に準拠したセキュ U ティ〕ン 
卜□ーラチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるちのなので、八ード 
ディスクやメモ U などに保をされている暗号鍵び、暗号解読の攻撃対象になる可能性びありま 
す。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップに保をするので、 
より安全にデータび保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ U ティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、 BIOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package ] で行います。 

詳しくは、 『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
ください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、附録 TPM につい口をお認してください。 


B TPM を有効にする方法 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要びあります。 

TPM を有効にする方法は、「本章已-回 - SECURITY CONTROLLER 」 を参照してく 
ださい。 

メモ 

• 目 IOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理をの権限を持たないユーヴび変更できないよラにす 
ることびでさます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーヴに操作制限を加えるこ 
とをおすずめします。 

管理を1•ソ外のユーザの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6ま忌バスワードユーティ U ティ』 
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且下 PM を使う 


匯 ■ TPM のインストール方法 

TPM を有効にした後 、 rinfineon TPM Software Professional Package 」 をインストール 
します。 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [ドライノロタブをクリックする 

画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] ^ 
クリックし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
I のセットアップ]をクリックする 

Q 画面の指示に従ってインス!ルする 

■■ [ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
I くださぃ。 

I TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
Iさぃ。 

ta PDF マニュアルのインストール方ま 

『 Trusted 円 a け orm Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、次のと 
お0です。 

V [スタート]ボタン（巧 n 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

f 画面のメッセージに従ってインス I ルする 

[ドライバ]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] に用意さ 
れています。 

U PDF マニュアルの起動方法 

[Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、巧のとおりです。 

V [スタート]ボタン（盾 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [Trusted 
円 atform Module 取扱説明書]をクリックする 
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0 TPM を使う 


ヘルプの起動方ミ去 

通知領域のに ecurity 円 atform ] アイコン（國）をちクリックし、 
,表示されるメニュ-から[ヘルプ]をクリックする 
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■ パソコンの苗！かがおかしいとまは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q & A 集 . 


1已8 
163 






パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライバび付属されている場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ I 」や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、バッテ I 」、八ード 
ディスク、 CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
5ない場合ちをくあります。トラブルの症状にあわせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 



トラブル巧解消ずるまでの流れ 



If トラブルの原因をつを止めよう 


— 


8 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


团 トラブル巧処法 


トラスレび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書には、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読 
んでください。 


アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU がのマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


「 dynabook . com 」 へ接続し、各種ヴポート情報か日解決方法を探します。 
dynabook.com 「本節团トラブル事例を見てみる」 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録且お問い合 
わせ先』で確認してください。 













D トラブルを解消するまでの流れ 


团 


トラブル事例を見てみる 


東芝パソコン全体の「よくあるご質問 FAQ 」 や、デバイスドライバや修正モジュールのダウン 
□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 

r よくあるご質問 FAQ 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法を探すこと 
びでさます。 

「本項-バソコンの操作に困った S 「よくあるご 質問 
FAQ」」 


「のた 。 j f で •• 


い阔 , 


社] 


ィンター*ット,》-. ^ 


巧巧日 
• OXX / XX/KX 


•■，衝ちで •* 1 己 rssasfl け ill 田 I . Tii - ,干 II ザ R 内 TS ホ:丰 • 


】 了'■づし ード r 

iLZJiSa 

が SUB 

?nx"*x/ 


Qosnp 白 2 日/三の D フーバ —71 レ；卜う4プの F 側アツ-7デ —h (ZKX 年XXちXX日） 
dvn.haafc のシ U-S T 。づしイトう-1•いの7•■づ子ート ロ!]。 g。 月々{日） 


!2 4) f 扣の年の日 OAi 




030 were- 的" (扣 xx 年か月なの 





—ダウン □ —ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドで 
さます。 

"ウイルス-セキュリティ情報 


-技術的なご相談/修理のごホ目談 

技術的なご相談や修理のご相談を紹介しています。 


i : SSgSSo ™ EB 、一 yrRocimi raaji 二てホ ij 軍す， 


-お客様登録 


读示例) 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 


■パソコンの操作に困った！5「よくあるご質問 FAQ 」 

r よくあるご質問 FAQ 」 では、日頃、よく寄せ日れる質問について、サポートスタッフび、図 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 


つ©ょ I 


< 友る CWM T0P5 


:ッウ)の》巧ホ曲すすにけ 


情«番号で«索 J 5 . 


巧 -)下いる卜 (g をれ主 ーポー ドホ巧 < W わか…® XP >• 

—ぞ^^]^ ^なた£2'^ホむ^^£^_24^ろ_|こすろる化< Microso ft ©Internet Exnbrer > 

子つウト'.，づ卜け マイコ—>ド ，- 

の7イコン Si 巨 M すろホ A <Windows®XP> 

け S お S かホ；1|田. Tl 卜'，り#面けすみち法 < Windows®XP > 


ウイルスい•スタ-巧お宝 ( トレンドマイクロ株巧;をは） 
お玄这ヴポート (巧巧をな-ンマンテ。。 

マリつィー•サボ—卜 （マリつィ—なすをけ） 


读示例） 


^パソコンの動作がおかしいとさは 6 











































































D トラブルを解消するまでの流れ 


キーワード検索では、条件の選択やキーワードや文章を入力して、検索でさます。 


dynabook 

.com 




£>よくあるこ K 田 （ FAD ) 

キーワードお索 


化な、 0S、 曲品るなどのキーワード入力で、よくあなごち田 KFAO) さ《ホすることびできます。 

视策 0S などの美件る法か入力し、 r なま J ボタンモクリックしてください，な巧な.こちらめ困面か6诗けてお s るキ ー' 
るちさけ r クレア J ボ5ン芭ヴ J ックしてください。 

ご巧枯ちりチゴリの一 E まで巧ち U て巧ホする巧ちは. r おゴリ（かん？:-ん）巧 あ—利?い • 



J (表示例） 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■メールで質問する r ま忌 PC オンライン」 

r よくあるご質問 FAQ 」 を探してち問題び解みできないとさは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間3巨已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

mm 「付録日お客様登録の手続き」 

■■ r よくあるご質問 FAQ 」 で解消方法を探す 

「 A . 回答-対処方法」の説明のをのアンケートに答える 


この情«はわ客毎のわ没に立ちました占、？ 


广3:巧容Iこなったび K までさなかった 


' 4:度しくて分か6なかった 


巴：か J たい巧容でけなかった 


J 


「3」「4」「已」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 

r 東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従つて専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ巧況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了承ください。 

この他、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している場 
合びあります。アプ U ケーシヨンについて知りたいことびあるときは、ホームページ 
を確認するのち良いでしよラ。 

ホームぺージアドレスについて『取扱説日月書付録己お問い合わせ先』 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


■ モジュールのダウン □ —ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドでさます。 

「ダウンロード」から検索できます。[キーワード検索]では、本製品のシ U —ズ名などを選択 
すると、モジュールの情報び一覧表おされます。 

0 S をアップグレードしたい場合は、 0 S にあったモジュールをダウン□ー ドしてください。 


キーワード》索 I 

C 0S8 早 ジ3 -I レ 
7.', づヴレ -ド 

a a 去の18拍 一B 


a かちモジュ ーJ レ 

• けり午ューブドろイバIのアッづ于 ’一KM 巧曲»巧加） （2 日が gXX 月々 (A) 

• dvnabcote R10/170L7 田 OS のア 〜づ宁ート（20の任め<月 XXA) 

• か nabo 化 SS MXg/SS Mil WndowsXPtSP2) ド亏イバの jB 加 口肪 KSXX 用な A) 

• d^abcok SS Mil Win か wsXPGPIa) ド5イバ の巧 Hi <2日)■な年XX月が日） 

• dvnabook SS Mil Windows 200口が " 巧イバの iB? in <2。の汪XX月 XXR) 

• 企 *0 か M1Q WindcwsXPKPI 山上うィ2てな! （20W^ 年XX月XX日） 

• ^abook Satellite T12 WmdcmsXP ドバ 。 iBtn 口〇が年 XXflXX 日） 

• dvnabOQk Satellite T12 Wirdows2000 ド和バの iBtin (20XX ちか日 XXA) 

• dvnabook SS 1621 1 WhdoweXP ド 3 イバ の巧 ti l(20 かま献月 XXA) 

• 的 abookSS 162(1 Hhdowe 2000卜‘5イバ の iSM け日XXなが目 XXH) 

» dvnabcolcSS S2C WindawsXP SPU ドう-(•パの巧 rtl (20 な圧汾日汾 A) 

• dvnabcok SS S2r WndayisgQGO ド うイバ の巧} 11 (2QXXgXX 月 XXA) 

• を nabs が SS SX /W S20 WrdowsXP ドうイ J i の iS 扣 （20XX 壬な月) <XA> 

■ dvnabook Qotrrio F20/j. 日 2 日川シ U— プ Qosmio AVCsntsi のアッづデート （2 防な巧なちが A) 

• TPM 、 Iつ^^0王ア のア〜づ宁ートIこつい下<• お姑Aサ） （州か在か目め CA> 


读示例) 


封メモ 

•相談窓□や PC のリサイクル、お客様登録については、『ま芝 P 巳サポートのご案内』にち詳しく紹介さ 
れています。 






























Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい 



Q & A 集 



Q ポインタび輪の形をしている間にキーを押してを反応びない . 165 

Q キーボードか5夕字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ . 165 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 165 


しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 164 

画面び薄暗く、よく見えない . 164 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』と《困ったときは） *1 にも Q&A 
集びあります。 

目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』と《困ったときは》*'も参照してく 
ださい。 

*1 個人•家庭向けモデルのみ 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 


5 6 6 6 

6 6 6 6 
^1 ^1 ^1 ^1 


ののの 
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H 日 & A 集 


D ] 画面/表巧 


しば6く放置した5、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないでください。 

同 y お Tj キーや なり キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後かかることび 
あります。 


0^表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

[ fn ] + ^キーを 3 秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「4 章日-因 方法2-网+ 岡 キーを使う」 


0画面び薄おく、よく見えない 




ソ 


□ 

ン 

の 



香 



い 

と 

さ 

は 


©►店を]+臣司キーを巧して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください *1 

臣巧+@キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

@キーで本体液晶デイスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切つたり 
再起動したりすると設定はちとに戻ります。 


本体液晶ディスプレイの輝度びほく設定されている可能性びあります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

なの手順で設定を変更してください。 *1 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [身システムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ボタンをク U ックする 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 


€>►ディスプレイの バックライトび OFF になつている可能性があります。 

バックライト ON / OFF ボタンを巧して、バックライトを ON にしてくださし、。 
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H 日 StA 集 



ポインタが輪のおをしている巧にキーを巧してち反応びない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか5操作してください。 


—ポードか5文字を入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


@►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウび切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


Q キーボードに飲み物をこぼしてしまつた 


@►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれびあります。 

もし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

保守サービスへの相談は『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 


タッチ八%ッド/マウス 


* マウスは、別売りです。 


Q クリックしても反応がない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび輪のお（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 



お 

か 

し 


い 

と 

さ 

は 


マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 
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H 日 & A 集 


タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①臣巧+@キーを巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、[有細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変更したい 


€5►巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

③[づマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 


ポインタの速度を調節したい 


次の手順でポインタの速度を変更してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パテイ]画面び表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 


光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインタびラまく動さませ 
ん。巧のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど） 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


B パソ n ンの動作がおかしいとさは 6 . 













H 日 StA 集 


@ ►平 5 な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平 b な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


4 


指紋認証 


指紋の読み取0びラま < いかない 


もう一度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、「7章0指紋認証を使ラ」または指紋認証ユーティ U ティのへル 
プを参照してください。 

3^登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてちうまくいかない場合は、一時的にキーボードか！5パスワードを入力 
してください。 

詳しい操作方法は、「7章0指紋認証を使ラ」または指紋認証ユーティ U ティのへル 
プを参照してください。 


指にケガをしたため指紋の読み取りびでをな<なつた 


0^登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

3^登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーボードか！5パ 
スワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、「7章0指紋認証を使ラ」または指紋認証ユーティ U ティのへル 
プを参照してください。 


認識率び下がった6 


©► 指紋センサの表面がよごれていないか確認して < ださい。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク U - ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき 
取ってか b ちラー度指紋認証を行ってください。 

詳細について「7章口指紋認証を使ラ」 


指の:!犬態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態び異なると認識でさない場合びあります。認識率び改善されない場合は、他の指 
で登録してください。 

mm - 詳細について「7章口指紋認証を使ラ」 
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指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるように置さ、指紋センサに指の中央を合わせてください。 
指紋センサの上に第一関節びくるよラに置き、スライドするときはゆっくりと一定の 
速さでスライドしてください。それでち認証でさない場合は、指をスライドさせる速 
さを調整してください。 

mm - 詳細について「7章0指紋認証を使ラ」 


その他 


パソコンの近 < にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


か 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 


B パソ n ンの動作がおかしいとさは 6 









巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 170 

2 メディアについて . 184 

3お客様登録の手続き . 189 

4技術基準適合について . 191 

已さインタ フエー スの仕様 . 193 

6無線 LAN について . 196 










ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■ rpc 弓赃ナビ J について 


I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作にあたつて _ 

• ri 章 D - ミち意制限事項を確認する」を参照して、ミ主意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


^9パソコン本晰こついて 

I タッチパッドの操作にあたって _ 

H •タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 

MM ハ-ドディスクについて 

I 操作にあたって _ 

• Disk 0 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保をした内容の損書については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶっけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


圓ま泛 HDD プ□テクシヨンのほ用にあたって _ 

•東芝 HDD プ□テクシヨンは、振動.衝撃およびその前兆を検出すると HDD のへ ッドを退避 
させ、ヘッドとメディアの接触によって HDD び損傷する危険性を軽減するちのです。ただ 
しその効まを保証するちのではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修理いた 
します。また、故障などにより HDD の記憶内容び変化•消失する場合びありますび、これ 
による損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任を一切負い 
ません。大切なデータは必ずお客様の責任のちと普段か日こまめにバックアップされるよラ 
お願いします。 


MM CD や DVD について 


I ドライブの電源について _ 

• ドライブを使用するときは、ドライブの電源を切らないでください。 


ドライブの電源 r 已章日-回 


ドライブの電源を切つてバッテ U を節約する」 


I CD / DVD の操作にあたつて _ 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷つしすこり、ドライブび壊れるおそれびあります。 

•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジェクトホールについて 「2章 0-巧]-ディスクトレイが出てこない 場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで 
CD / DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセットするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセットしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 

I DVD - RAM のフオーマツトについて _ 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマットする場合はミ主意してください。 











D ご使用にあたってのお願い 


インターネツトにごいて 


I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、ノ（ソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] OOOBASE - T 規格は、エン八ンストカテゴ U 
( CAT 已 E ) じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 

] OOBASE - TX 規格は、カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してく 
ださい。 

10 BASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) しソ上のケーブルび使用できます。 


■ a 無線 LAN にごいて 


I 無線 LAN 製品ごほ用時におけるセキユリテイに関するごミち意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事 I 頁です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可能で 
あるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キュ U ティに関する設定を行っていない場合、なのよラな問題び発生する可能性びあります。 



-通信内容を盗み見日れる 

悪意ある第=者び、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見日れる可能性びあります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性びあります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ U 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題び発生する可能性はかなくなります。 

セキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したラえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュ U テイに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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I セキユ IJ テイ機能 _ 

• セキュ U ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセスび容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつなびる危険性びあります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 （ WEP 、 

WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策ち有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows ファイアウォール」 
やファイアウォール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 

I お線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障書物び少なく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

• 無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書付録 
且無線 LAN にっいて』を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、付属の『無線 LAN ご使用でさる国/地域 
について』を確認してください。 

I 無線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 
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mm 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応して いない 周辺機器を接続す る 場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを巧き、電源コードを電源コンセン 
卜からはずし、バッテ U パックを取りはずしてか日作業を行ってください。ホットイン 
ヴーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジじ(外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続した後、 
ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してくださし、。 

□取りはずす前に確認しよう 

• 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 
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I USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では 「 Disabled 」 撫効）になっておりますので、 「 Enabled 」 （有効）に 
するには BIOS セットアップの設定を変更する必要びあります。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間び 
必要になることびあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続せず常時給電に対応した USB コネクタに外部機器を接続 
した場合でち、 USB からの常時給電び行われます。このためパソコンの電源び OFF の状態 
でちバッテ U び消費されますので、 AC アダプタを接続してお使いになることをおすすめし 
ます。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する USB バスパワー ( DC 已 V )連動機能を持っ外部機 
器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー ( DC 已 V )の供給を停止させることびあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部 
機器の使用電流全体の合計を] OOOmAL ソ下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を ON / OFF することで復帰します。 

• BIOS の設定で、本機能の設定び 「 Enabled 」 になっていると、常時給電に対応した USB 〕 
ネクタでは ruSB WakeUp 機能」* i び機能しません。 

この場合 、 「USB WakeUp 機能」は （ "^ ) アイコンび付いていない USB コネクタをご使 
用ください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってバソコン本体をス U— プ状態から 
復帰させる機能です。本機能は 0S び Windows Vista の場合、すべての US 日コネクタで有効です。 

I 外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•必ず、 DVD - Video などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。再生中は 
表示装置を切り替えないでください。 

•次のよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□-ン表示にしているときに DVD - Video を再生させると、画像び〕マ落ちをすることび 
あります。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレ 
イのどち日かだけに表示するか、あ張表示に設定してください。 

• 拡張表示で外部ディスプレイをプライマ U デバイスに設定した場合、外部ディスプレイをは 
ずさないでください。ス U —プモード復帰後に□グオン画面び表示されず、操作びでさなく 
なります。 

国し LINK (IEEE 1394) 巧応機器の操作にあたって _ 

•静電気び発生しやすい場所や電気的ノイズび大さい場所での使用時にはミ主意してください。 
外来ノイズの影響により、転送データび一部欠落する場合びあります。万一、パソコンの故 
障、静電気や電気的ノイズの影響により、再生データや記録データの変化、消失び起さた場 
合、その際のデータ内容の保証はでさません。あらかじめ了承してください。 

•ビデオカメラか日取り込んだ画像データ、音声データは、個人として楽しむ他は、著作権法 
上、権利をに無断で使用でさません。 
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• デジタルビデオカメラなどを使用し、データ通信を行っているとさに他のし LINK 対応機器の 
取り付け/取りはずしを行ラと、データびコマ落ちする場合びあります。 

し LINK 対応機器の取り付け/取りはずしは、データ通信を行っていないとき、またはパソコ 
ン本体の電源を入れる前に行ってください。 

•し LINK 対応機器を使用するには、システム （ OS ) および周辺機器用ドライバの対応び必要 
です。 

•すべてのし LINK 対応機器の動作確認は行っていません。したびって、すべてのし LINK 対応機 
器の動作は保証でさません。 

•ケーブルは規格に準拠したもの （ S 100、 S 200、 S 400 対応）を使用してください。詳細 
については、ケーブルのメーカにお問い合わせください。 

• 取り付ける機器によっては、ス U —プまたは休止巧態にできなくなる場合びあります。 

•し LINK 対応機器を接続してアプ U ケーシヨンから使用している間は、し LINK 対応機器の取り 
付け/取りはずしや電源コードと AC アダプタの取りはずしなど、パソコン本体の省電力設 
定の自動切替えを伴ラ操作を行わないでください。行った場合、データの内容は保証でさま 
せん。 

•し LINK 対応機器とパソコン本体の間でデータ転送している間は、ス U —プまたは休止状態に 
しないでください。データの転送び中断される場合びあります。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、し LINK 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• M 0 ドライブなど、記憶装置の i . LINK 対応機器を取りはずす場合は、データび消失するおそ 
れびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

I へッ ドホンの操作にあたつて _ 

•巧のよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I PC 力ードの操作にあたつて _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない P 巳力ードを使用する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC カードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります。 PC 力ードを取りはず 
す際に、 PC カードび熱い場合は、かし時間をおき、をめてから PC カードを取りはずしてく 
ださい。 

• PC 力ードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC 力ードを取りはずすとシス 
テムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 PC 力ードをアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確認 
してください。 
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E ■バッテリについて 

I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•パ'ッテ U パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」にっいて 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/comfnittee/pc/battery/menul .htm 

画 r ま芝バッテリチェッカ ー J での診断にあたって _ 

•パ'ッテ U の充電能力の診断は、接続されているバッテ U に巧し、満充電になるまで充電をし 
た後、完全放電を行います。そのため診断び終了するまで数時間かかります。 

その間はパソコンを使用しないでください。 

• 診断は、パソコン本体に、診断したいパ'ッテ U パックを取り付けた状態で実行してください。 
• 診断前に、他のアプ U ケーシヨンはすべて終了してください。 

•診断前に、 AC アダプタを接続し、診断中は AC アダプタ、およびバッテ U を巧かないでくだ 
さい。 

• 診断中は、ディスプレイを閉じないでください。 

•診断中は、キーボードやマウスに触れたり、操作したりしないで<ださい。 

• 診断後は、ノ（ッテ U び放電された状態になっているのでノ（ッテ U を利用する前に必ず充電を 
行ってください。 


ESCD/DVD にデータのバックアップをとる 


I CD / DVD に書を込む前に 


CD / DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウエアは使用しないでください。 
CD / DVD に書き込みを行ラときは、巧のミ主意をよく読んでか日使用してください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•書さ込みに失敗した CD / DVD の損害については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、 CD / DVD に保をした内容の損書および内容の損失-消失によ 
り生じる経済的損害といったが生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あ日かじめご了承ください。 

• CD / DVD に書さ込むときには、それぞれの書さ込み速度に対応したメディアを使用してく 
ださい。 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + 刊こ書き込むときには、それぞれの規格に 
準拠したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 



CD / DVD についてに章巧 CD や DVD を使う」 


•パ'ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U の消耗などによつて書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をずる」 
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•なに示すよラな、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーシヨン 
-モデムなどの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続などの八ード 
ディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込 
むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ込みを行って 
ください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書さ 
込みを行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc C 旧 ator 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator ] を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD-Audio 
を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

• noSHIBA Disc Creator ] をイま用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVDRW 、 DVD - 
R 、 DVD + RW 、 DVD + 刊こバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R か日 CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc Creator ] を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD - RVV 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R のパ'ックアップを作成でさなし、こ 
とびあります。 

•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD-Audio 
を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップでさない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVDRW 、 DVD - 
R 、 DVD + RW 、 DVD + R にバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc Creator ] をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R から CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc CreatorJ を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD - RVV 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R のパ'ックアップを作成でさなし、こ 
とびあります。 





D ご使用にあたってのお願い 


I 書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

mm 周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータび正しく書き込まれたことを確認し 
てください。 

•「TOSH 旧 A Disc creator」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

巧の手順で確認でさます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] - [CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator] をク U ックする 
[TOSHIBA Disc Creator」 の [Startup Menu] 画面び表示されます。 

③[データディスク作成]をク U ックする 

③メインウインドウで[設定]をク U ックし、[書き込み設定]一[データディスク設定] 
をクI」ツクする 


"TOSHIBA。 な C 論 - 

フアイ JKF) ち示(V)ディスク ( d ( j 辭间け〜レブ (H) 

き这み黄ぉ W) 

つ 苗マ/" 尸 

卜•データディスク巧巧 ，| スーンョノ 

* 【ァ-々ァィスク就(の ) 

1 口 1 ; ■’ ,_ 

! 、ツソ -r 

1 イメージーディスク黄丕 (M) 

ドキュメント -] 


LI . ょ-、 

1 


[データディスク設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびできます。 














































D ご使用にあたってのお願い 


mum DVD-Video ごいて 


I DVD - Video の再生にあたつて 

• DVD - Video の再生には 、 flnterVideo WinDVDJ を使用してください 。 [Windows 
Media PlayerJ やその他市販ソフトを使用して DVD - Video を再生すると、表示び乱れたり、 
再生できない場合びあります。このようなときは 、 rinterVideo WinDVDJ を起動し、 
DVD - Video を再生してください。 

• DVD - Video 再生ソフト rinterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 MP 3 の再 
生はサポートしていません。 

•搭載メモ U び已1 2 MB の場合 、 rinterVideo WinDVDJ で DVD - VR フォーマットの DVD を 
再生すると、映像に白い横線び現れることびあります。この現象び発生した場合は、メモリ 
を増設していただくことを推奨します。 

• DVD - Video 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び働くと、ス 
ムーズな再生びでさない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場合は電源プランで「パ' 
ランス」を選択してください。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

• DVD - Video を再生する前に、他のアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中 
には他のアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどびち日つく場合は 、 rinterVideo 
WinDVD 」 を最大表示にしてください。 

• Re 吕 ion コードは4回まで変更できますび、通常は出荷時のままご利用ください。出荷時の状 
態では、 DVD - Video の再生 Region 〕ー ドに」、 「 ALL 」 のものをご使用ください。 

• 外部ディスプレイに表示する場合は、再生する前にあらかじめ表示装置を切り替えてくださ 
い。 

表示装置の切り替え「4章0外部ディスプレイの接続 J 

その他のを意については、 「 Readme 」 に記載しています。 

「 Readme 」 の起動は、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一 
[InterVideo WinDVD ] -► [readme 1 st . txt ] をクリックしてください。 







D ご使用にあたってのお願い 


1 D ウイルスチェック•セキュリティ巧策にごいて 
圓ほ用するにあたって _ 

• ご使用になる場合には必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 
•本製品に添付されている「ウイルスバスター」は目0日間の使用期限びあります。使用期限 
び切れた後は、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

•市販品や異なるウイルスチェック/セキュ U ティ巧策ソフトをインス I -ールする場合は、す 
でにインス I ルしているウイルスチェックソフトをすべてアンインス I ルしてか日行っ 
てください。 

• Windows ファイアウォールと、「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイア 
ウォールなど）び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない 
場合びあります。 ] つのセキュ U ティ機能のみ有効にしてください。 

Windows フアイアウォールについて 『 Windows ヘルプとサポート』 

ウイルスチェックソフトのセキュ1」テイ機能について「ウイルスバスター」のヘルプ 


la 文書や表、メールについて 

I ほ用するにあたって _ 

•作成した文書など、八ードディスクや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障 
び起さた場合や、変化/消失した場合に備えて、定期的にバックアップをとって保をしてく 
ださい。八ードディスクや外部記憶メディアに保をした内容の損害については、当社は一切 
その責任を負いません。 


KEM 指紋認証について 


I 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサは非常に高度な技術で作日れておりますので、巧の取扱ミ主意事項を守ってご使用く 
ださい。特に指紋センサ表面の取り扱いには十分ごミ主意ください。 

•次のよラな取扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサ表面をのなどの硬いちのでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサ表面を強く巧す 
-濡れた手で指紋センサ表面を触る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサ表面を軸る 
砂などのルさい物でち、指紋センサを傷つける場合びあります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センヴ表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサ表面を静電気を帯びた手や布などで軸る 













D ご使用にあたってのお願い 
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• 指紋センサをご使用になるときには、なの点にごミ主意ください。 

-手び巧れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはミ主意してください。静電気は指紋センサの故障原因になります。 
-眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布でセンサの巧れをふさ取る 
このとさ、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサび横か日見て平行になるよラに指を置く 
-指紋センサと指の中央を合わせる 
-指紋センサの上に第一関節びくるよラに置く 

-スライドするときにはゆっくりと一定のはやさで手前にスライドさせる 
それでち認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-ちの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせず、指紋 読み込ませる節囲 
センサび完全に見える状態になるまで手前にすべ日せ 
てください。 


指紋センサ 

•指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のよラな状態の指は避けてください。 

■ :需れている 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-巧れている 

指紋の間の巧れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率び下びったな、と思った日;欠の点を確認してください。 

-指紋センサの表面び巧れていないか確認する 
巧れている場合は、眼鏡ふき（ク U - ナーク□ス）などの柔日かし佈で軽くふき取ってか日 
使ってくださし、指紋センサ表面は強くこす日ないでください。故障するおそれびあります。 
-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、他の指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにミ主意する 

• その他 

- 2本じ(上の指を登録することをおすすめします。ラまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、他の指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなど 
の理由で、登録-使用びでさない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完璧な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご 
了承ください。 























D ご使用にあたってのお願い 


I Windows □グオンパスワードの設定について _ 

•パスワードびわか日なくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユーヴアカウ 
ントび他にあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再登録びできます。管理ち 
アカウントで設定した他のユーヴアカウントびない場合は、 U カバ U をしてください。リカ 
パ ' U をすると、購入した後に作成したデータなどは、すべて消失します。 

Windows □グオンバスワード 『 Windows ヘルプとサポート』 

I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴパスワードや 
HDD パスワードの入力を巧め5れることびあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 


KEM TPM にごいて 


Itpm の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
□グオンパスワードやユーヴパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必要 
びあります。設定したパスワードは、忘れたとさのために必ず控えておいてください。また 
控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードびわからなくなった場合、 
どんな手段でち TPM で保護されたデータを復元することはでさません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保巧•修理に出す 
際は、必ず前ちって外部記憶メディアに最新の累急時復元用アーカイブファイルと累急時復 
元用!-ークンファイルをバックアップしておいてください。 

パ'ックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのパ'ックアップに関 
しては、弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

•本製品を修理-保守に出した場合、搭載されている TPM に障害びなくてち TPM び交換され 
る場合びあります。 

その場合、バックアップしておいた緊急時復元用アーカイブファイルと緊急時復元用 I -ーク 
ンを使巧して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を提供しますび、データや八ードウエアの完璧な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障書、損害に関して、一 
切の責任は負いかねますので、ご了承ください。 

• 所有ち登録とユーヴ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能び使用できなく 
なります。このため、管理者権限を持たないユーヴび BIOS セットアップの [SECURITY 
CONTROLLER ] の項目を操作できないよラに設定することをおすすめします。 

管理を1•ソ外のユーザの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6まきバスワードユーティ U ティ』 


•所有ち登録とユーヴ登録を削除した後に、 TPM の使用を再開する場合は、ちラ]度 TPM へ 
所有ち登録やユーヴ登録を行ラ必要びあります。 









I 2 I メディ 7 にコいて 


メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 

本製品では、なのメディアを使ラことびでさます。 

• CD •DVD © SD メモ U 力ード • SDHC メモ I 」力ード 

SD メモ U 力ード、 SDHC メモ U 力ードで使用できる容量については [dynabook **** 
(お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


Q [ほえる CD を巧認しよう 


* ドライブ内蔵モデルのみ 

I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R のほ用巧奨メーカ 

• CD - RW 、 CD - 刊こ書き込む際には、巧のメーカのメディアを使用することを推奨します。 
CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) :;菱化学メディア（株)、（株） U 〕一 
CD-RW ( Ultra - Speed ) :;菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電册)、；菱化学メディア册)、（株） U 〕一 

これ日のメーカじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 
•書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
High-Speed CD - RW メディア：最大] 0倍速 
Ultra Speed CD - RW メディア：最大]己倍速 

(Ultra Speed + CD - RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証できません。) 
CD - R メディア ：最大1己倍速 

撮大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用してください。） 

• CD - 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

エラー チェックの及去 『Windows ヘルプと サポー ト』 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書き込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、メディアの状態をよくご確認くだ 
さい。 
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且メディアについて 


2 


ほえる DVD を巧認しよ 



* ドライブ内蔵モデルのみ 
■ DVD 书 AM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジから取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するとさは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇:使用でさる X :使用でさない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート1」ツジなし* * 1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは巧生できない場合びあります。 
*2 2.巳 GB、 已 .2GB のディスクは使用できません。 


DVD について / DVD の使用巧奨メーカ 


DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十阿こ書さ込む際には、；欠のメーカの 
メディアを使用することを推奨します。 

DVD-RAM :日立マクセル（株)、松下電器産業（株） 

DVD-RW :日本ビクター(株)、=菱化学メディア（株） 

DVD-R :松下電器産業（株)、太陽誘電（株） 

DVD+RW :;菱化学メディア册)、臘） U 〕一 
DVD+R :=菱化学メディア（株)、（株）リコー 

これらのメーカじ(外のメディアを使用すると、ラまく書さ込みびでさない場合びあります。 
本製品の使用可能なメディアの倍速と、書さ込み/書さ換え可能な速度は次のとおりです。 


1日倍速までの DVD-R メディア 
1己倍速までの DVD+R メディア 
己倍速までの DVD-RW メディア 
8倍速までの DVD+RW メディア 
已倍速までの DVD-RAM メディア 


書き込み最大8倍速 
書き込み最大8倍速 
書き換え最大4倍速 
書き換え最大4倍速 
書き換え最大3倍速 

これ日より速い書さ込み倍速に対応したメディアを使用することはでさません。 

• DVD - R 、 DVD + 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 
















0 メディアについて 


• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているとさには、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R への 書 さ 込みでは 、ファイルの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書さ 
込みます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

エラーチェックのち法 『 Windows ヘルプとサボ ー N 

• ドライブの構造上、メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
さなくなる場合びあります。データなどを書を込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多少時間 
びかかります。 


ぶすメモ 



• DVD - 刊ま、 DVD-R for General Ver 2.0規格に準拠したディアを使巧してください。 

• DVD - RW は、 DVD-RW Verl . 1または Verl .2 規格に準拠したディアを使巧してください。 

• DVD - RAM は、 DVD-RAM Ver 2 .日、 Ver 2.1、 Ver 2. 2規格に準拠したメディアを使用してくださし、。 
•市販の DVD - R には業務用 X ディア （for Authoring ) と一般用メディア（わ r General ) がありまず。 

業務用 X ディアはパソコンのドライブでは書を込みすることがでさません。 

一般用 X ディア（わ 「 General ) を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R には 「for Data 」 と 「for Video 」 の 
2 種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性を重視する場合は 
「for Video 」 を使巧してください。 

• 作成した DVD は、一部の家庭田 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生できないこともあります。 
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且メディアについて 


3 


メディアカードをほラ前 I 



mm メディアカードの操作にあたつて 

• SD Card LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコン本体を動 
かしたりしないで<ださい。データやメディアび壊れるおそれびあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく差し込まれていない場合、 
パソコンの動作び不安定になったり、メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれび 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失したり、 
メディアび壊れるおそれびあります。 

B SD メモリカードを使う前に 

• SD 力ードス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず min 旧 D アダプタを装 
着した状態で行ってください。 

min 旧 D メモ U 力ードに min 旧 D アダプタび付いている場合は、付属の min 旧 D アダプタをご 
使用ください。 

• SD 力ードス□ツトか日 min 旧 D メモ U 力ードを取りはずすときは、必ず min 旧 D アダプタに 
装着したままの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、他のパソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品で 
コピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
巧でさません。 

• SD メモ U カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 












0 メディアについて 


El SD メモリカードの フォー マットについて 

• Windows 上 （[コン ピュータ]画面）で SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの フォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなど他の機器で使用で 
さなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行うと、その SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードに保をされていた情 
報はすべて消去されます。 ] 度使用した SD メモ U カード/ SDHC メモ U カードを再フォー 
マットする場合はミ主意してください。 

•「東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」でフォーマットするときは、 r 東芝 SD メモ U 力ード 
フォーマット」じ(外の、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用するアプ U ケーシヨ 
ンはあ日かじめ終了させてください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書き込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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おさ樣普録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用を（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
よ 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 


まちの ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、なのアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://rooml 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 

I 宣録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-[東芝お客様登録]アイコンか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、登録巧のホームページに簡単にアクセスでさます。すでにインター 
ネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの方法です。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
すでにインターネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの 
方法です。 

登録用ホームぺージ： http :// rooml 048 .jp 

■方法3 -インターネットにすぐに接続されないお客様 

まだインターネット接続の予定びないかたは、『お客様登録カード』（はびさ）で仮登録を行っ 
てください。後日インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必要びあります。 


商品の追加登録は「方法1」または r 方法2」で行います。 
ここでは、「方法1」と「方法3」を紹介します。 



B お客様登録の手続さ 


mm [ま泛お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、[東芝お客 
様登録]アイコンから TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあい 
だの通信料金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

メモ 

• インス!-―ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したとさは、操作の途中で、呂〇〇スティックの利用をお認ずる 
[まち dynabook をご利用の皆様へ]画面び表示されます。 

吕00スティックを利用する場合は、印 j 用規約を表示]をクリックし、利用規約をお認したあと[便利 
な目0□スティックを利用する]をク1」ックしてください。 

利用しない場合は、押 I 拥しない]ボタンをク U ックし、あとで goo スティックをアンインス!ルし 
て < ださい。 



デスクトップ上の[東ちお客様^]アイコン （ H ) をダブルクリック 
する 

[ r お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

L ソ降は、画面の指示に従って操作してください。 


D インターネットにずぐにお続されないお客様 



付属の『お客様登録カード』（はびき）に必要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 

東芝 TID 事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録巧の「仮パスワード」をはびさにて通知い 
たします。はびき通知後、インターネットか日 TID をご登録ください。 

TID はインターネットか日のご登録受付になります。 

• 初めて TID をご登録される方 

インターネットに接続されたときに、 rhttpy/rooml □48. jpJ にアクセスし、[「お客様番 
号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通知はびきに記載されている「お客様番号」 
と「仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 


• ずでに他商品で TID を取得された方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// room 1048. jp 」 にアクセスし、 
rRooml 04 引に□グインしたあと、[登録情報変更]一[八ガキを受け取日れたお客様] 
を選択してください。 
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巧術甚準適をについて 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

( 社）電子情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画に基づく定格入力 
電力値： 

付属の AC アダプタの出力電力値び 4 已 W の場合：已已 W 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 _ 

「8 章 已- 居 ]- Q : バソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい」 


■ FCC information 


FCC notice "Declaration or Conformity Information" 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the F し C rules. These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy ana, if not installed and used in accordance with the 
instructions, it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does 
cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 



♦ Reorient or relocate the receiving antenna, 

♦ Increase the separation between the equipment and receiver, 

♦ Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

♦ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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□ 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer's RGB connector, USB connector, 
i.LINK(IEEE1394) connector and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the users authority to ope ド ate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the t し C Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference, 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 


■ EU Declaration of Conformity について 


TOSHIBA 

c ら 


TOSHIBA declares that this product conforms to the following Standards. 

Supplementary Information : The product complies with the requirements of the Low 

Voltage Directive 73/23/EEC,the EMC Directive 89/336/EEC and 
the 民 &TTE Directive 1999/5/EC." 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfeiddamm 8,41460 Neuss, Germany, 





5 I るインタフエ—スの仕樣 


mm i.LINK (IEEE 1394) インタフエース^ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

TPB - 

スト□ーブ受信/データ送信 
(2 対の差動信号） 


2 

TPB + 

スト□ーブ受信/データ送信 
(2 巧の差動信号） 


3 

TPA - 

データ受信/スト□-ブ送信 
(2 巧の差動信号） 


4 

TPA + 

データ受信/スト□-ブ送信 
(2 巧の差動信号） 



コネクタ図 


n 鬥 n 鬥 

(jion nJ 


信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 






























0 各インタフェースの仕様 


RGB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

□ 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

十 曰V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

□ 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

I/O 

コネクタ図 

已 1 

( 00000 ) 

1 〇\—〇 〇 0 〇 〇 7-6 
い 〇 〇 〇 〇 ノ 

1 已 11 

高密度 D-SU 目 3 列 1 己ピン X ス 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 































0 各インタフェースの仕様 


USB インタフエー ス 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VCC 

+曰 V 


2 

-Data 

マイナスデータ 

I/O 

3 

十 Data 

プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


1 _| |_1 1 _| 1 _| 
12 3 4 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号ち向（ I ):パソコン本体への入力 
信号ち向 （0) :パソコン本体か日の出力 


LAN インタ フエー ス 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA + 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA - 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

BLDB + 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

巨 l DC 十 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC - 

送受信データ C ( 一） 

I/O 

6 

巨 LDB - 

送受信データ B (—） 

I/O 

7 

BLDD + 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ D (—） 

I/O 

コネクタ図 


1234 己色 78 

11111111 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 




















































6 I 巧お LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 


mm お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びありま 
す。 

さ地域で適用される無線規制については、『取扱説明書付録且無線 LAN について』を確認し 
てください。 

IEEE 802.1] a は、屋内でのみ使用できます。 


お線周波数帯 

IEEE 802.1 la 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz ) 

IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 lb 

2.4 GHz (2400-2497 MHZ ) 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□ FDM - BPSK , OFDM - QPSK ，0 FDM -1 6 QAM , 
□ FDM -64 QAM 

変調方式 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS - D 巨 PSK 



無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

但 t メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響を与え 
ます。 


196 














回無線 LAN について 


B サポートずる周波数帯域 

無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表 r 無織 EEE 802.1] チャネルセット」参照)。 

各地域で適巧される無線規制については、『取扱説明書付録且無線 LAN について』を確認し 
てください。 


■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 
• IEEE 802.1 la (己 GHz ) の場合 


周波数帯域 

曰160-曰3己0 MHz 


チヤネル ID 


J 52 

34 

5170 

38 

5190 

42 

5210 

46 

5230 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W 53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 


J 已2 :従来の Ch 34 (已] 70 MHz )、 Ch 38 (已] 90 MHz )、 巳 h 42 (已 2]0 MHz )、 

仁 h 4 己（已 230 MHz ) に対応する場合 

W 已2 :新たに規定された Ch 3 巨（已] 80 MHz )、 Ch 40 (已 200 MHz )、 Ch 44 (已 220 MHz )、 
Ch 48 (已 240 MHz ) に対応する場合 

W 已3 :新た:に規定さ〇た: Ch 已2 (已2己 OMHz )、 Ch 已己（已 280 MHz )、 Ch 己0 (已 300 MHz )、 
巳 h 日4 (已 320 MHz ) に対応する場合 


アクセスポイント側のチャネル （ J 已 2/ W 已 2/ W 已 3) にあわせて、そのチャネルに自動的 
に設定されます。 























回無線 LAN について 


• IEEE 802.1 Ib/g (2.4 GHz ) の場合 


周波数帯域 

2400 -2497 MHz 

チヤネル ID 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24 曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467*2 

13 

2472 が 

14 

2484 が 


*1 購入時、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

* 2 これ5のチャネルび使用可能かどラかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用巧 
能チャネルについては、付属の『無線 LAN ご使用できる国/巧域について』を参照してください。 

無線 LAN をインストールする場合、チャネル設定は、なのよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 LAN アク 
セスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする 
場合は、ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アク 
セスポイントの設定チャネルちこの範囲にする必要びあります。 






















回無線 LAN について 


I r まミ編亂 AN 5 GHZ ち効無効ッ-ル J につぃて _ 

* IEEE80 吕 .1labg モジユール内蔵モデルの場合 

電波法により、已 GHz 帯無線 LAN の屋外での使用は禁止されています。 

そのため、屋外で無線 LAN を使用する場合には、「東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で 
已 GHz の周波数帯域を OFF にしたうえで使用してください。 


I [スタート]ボタン（恒 n 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ネットワーク]一撫線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール]画面び表おされます。 



[OFF] ボタンをクリックし①、[閉じる]ボタンをクリックする⑨ 



已 GHz の周波数帯域び OFF になります。 


反 ^ メモ _ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ ON ] ボタンをク U ックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 
































